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言語を地域、階層、年齢、民族、性別との関係で
観察すると興味深い実態が見えてくる
　一口に言語と言っても、地域や年齢が異なればその実態は異なります。例
えば小倉から新幹線に乗車して関西に来るまでに「～をしてはイケナイ」
は実際、様々な変異形を耳にすることができます（イケン、オエン、アカン
など）。またオーストラリアでは英国や米国と異なり、barbecueのことを
barbie, poker machineのことをpokieと言います（-ieは指小辞）。ちなみにマ
クドナルドもマッキーと呼びます。このような地理的な差異を年齢や性別や
民族といった社会的属性と絡めて研究しています。主なフィールドは日本、
オーストラリア、パプアニューギニア、ナウル共和国、ノーフォーク諸島で
す。

༰ڀݚ

言語間接触および名詞句階層理論の研究

　豪州クイーンズランドの砂糖黍農園で成立したピジン英語は、オーストラ
リア英語とメラネシアの諸言語が接触して誕生しました。この言語では例え
ば英語の I ask you.はMi askim yu.となります。miもaskもyuも英語から語
彙を借りてきていますが、他動詞を表わす接尾辞 -imのようなはたらきは英
語にはありません。この要素はメラネシアの在来の言語では一般的です。ま
たピジン英語では複数を表示するのに olという形態を名詞とともに使って
表しますが、この olと共起する名詞はいわゆる名詞句階層上の高いところに
あるものと相性が良いことがわかってきました。これは自然言語と何ら変わ
りはありません。この研究は、ことばはなぜ変化するのか、ことばの獲得はど
のようになされるのか、ことばはどのようにして誕生するのか、といった諸
問題の解決に寄与する方向性を持ちます。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ӳݍޠͷւ֎ग़ுͱจԽཧղ

論文
˙ Ӆޠͱϐδϯޠͷൃୡաఔʹؔ͢ΔߟɼԬଜపɼLLO

15: 34-55, The Japanese Association of Linguistics in 
Oceania, 2023

˙ φϧڞࠃͷϐδϯӳޠͷอ࣋ʹ͔͔ΘΔॾɼԬ
ଜపɼh ΦʔετϥϦΞɾΞδΞلڀݚཁ 6ɦɿ1-21ɼΦʔ
ετϥϦΞɾΞδΞڀݚॴɼ2022

˙ Relations between the 67th Garrison of the Japanese 
Imperial Navy and Nauruan Women during the  
Second World War, Okamura, T, People and Culture 

in Oceania, 37: 31-49, The Japanese Society for 
Oceanic Studies, 2021

˙ Preserving the Nauruan language and Pidgin English 
in Nauru, (Eds.) Okamura, T. & M. Kai, The Indigenous 

Language Acquisition, Maintenance, and Loss and 

Current Language Policies, pp. 103-123, IGI Global, 
US, 2020

書籍等出版物
˙ʰγϦʔζҬڀݚͷ͢͢Ί Α͏ͦ͜ΦηΞχΞੈքʱ
ੴ大ɾַ࡚ࠇ大ʢฤʣɼ୲ࣥචɼতಊɼ2023

˙ The Indigenous Language Acquisition, Maintenance, and 

Loss and Current Language Policies, Okamura, T. & M. 
Kai, IGI Global, 2020

˙ʰΦηΞχΞͷޠݴతੈքʱԬଜప/ϠϥϖΞɼA.ʢฤʣɼ
ਫࣾɼ2013ܢ

˙ Language in Papua New Guinea, (Ed.) Okamura, Toru., 
Hituzi Syobo Publishing, 2007

˙ʰΦηΞχΞͷ͜ͱɾྺ࢙ʱԬଜపɼܢਫࣾɼ2006
˙ʰ͡ΊͯͷϐδϯޠɿύϓΞχϡʔΪχΞͷ͜ͱʱԬ
ଜపɼࡾमࣾɼ2005

講演・口頭発表等
˙ʮτΫɾϐγϯͷ݅અΛಋ͘saposΛΊ͙ͬͯʯԬଜపɼ
ୈ41ճຊΦηΞχΞ学ձڀݚ大ձɼ2024. 03. 24

競争的資金等の研究課題
˙ Պ学ڀݚඅิॿۚʢج൫ڀݚCʣɼʮφϧڞ͓ࠃΑͼ
߽भϒϦζϕϯʹ͓͚Δޠݴ৮ɾޠݴอ࣋ͷڀݚʢ1ʣʯ
දऀԬଜపɼ2020-2022ڀݚ

˙ Պ学ڀݚඅิॿۚʢج൫ڀݚCʣɼʮφϧڞ͓ࠃΑͼ
߽भϒϦζϕϯʹ͓͚Δޠݴ৮ɾޠݴอ࣋ͷڀݚʢ2ʣʯ
දऀԬଜపɼ2023-2025ڀݚ

社会貢献活動
˙ʮੈքͷࢢΛา͘ʯ࠲ߨʢୈ2ʣɿʮ߽भΞʔϛσʔ
ϧࢢͷັྗɿετʔϒͱͱʹʯʢ͜·ͭࢢຽ大学ɼ
2024. 07. 20ʣ

Ԭଜ�ప�学෦�݉άϩʔΧϧจԽ学ઐ߈ɾڭतത࢜ʢൺֱࣾձจԽʣ
Toru Okamura

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ߽χϡʔΠϯάϥϯυ大学ޠݴ�จԽ学෦�٬һڀݚһ
����ɹभ大学大学Ӄ�ൺֱࣾձจԽ学�തظޙ࢜՝ఔ�मྃ
����ɹఇ௩ࢁ学Ӄ大学�ϦϕϥϧΞʔπ学෦ڭ�त
����ɹ公立小松大学ࡍࠃ�จԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պڭ�त
ڀݚ
ӳޠ学ɺޠݴ学ɺࣾ ձޠݴ学
ॴଐֶڠձ
ຊޠݴ学ձɺຊΞδΞӳޠ学ձɺΦʔετϥϦΞ学ձɺຊΦηΞχΞ学ձɺ
ΦηΞχΞڀݚޠݴձ

英語社会言語学、英語の多様性と国際化、言語接触

ͰΛࣾձͱͷؔޠݴ
ଊ͑Δ研究

ࣾձֶޠݴ

ਤ1. ύϓΞχϡʔΪχΞͷϑΟϚଜͰͷݱௐࠪ
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観光地で生産され消費される文化イメージ

　「文化人類学」の授業で、私は文化というものを自分たちの「あたりまえ」と
して学生に語っている。「あたりまえ」が違うからカルチャーショックが起こ
るわけである。ところが、高度に観光化が進んだ場所では、その場所にとって

「あたりまえ」のはずの文化が、観光客を送り込んでくる側の人々によって、
一方的に操作され、勝手に語られるということが日常的に起こってきた。だ
が、最近では地元社会がこれに対して異議申し立てを行う形で、自律的に観
光に関与するようになってきた。こうした地域住民による持続可能な観光の
あり方の模索は、21世紀の観光研究の主要なテーマといえる。

༰ڀݚ

世界遺産チチェン・イツァと
その周辺の地域社会を中心として
　「マヤ文明」というとどんなイメージを
お持ちだろうか ?　実は考古学や文化人
類学の研究の進展が新たな知見を提供し
ている一方で、相変わらず「謎」や「神秘」
という言葉で語られるようなイメージが
つきまとっているのが「マヤ文明」なのだ

（写真 1）。こうしたイメージは主に観光
客となる外部の人間、あるいは観光地と
の間を仲介するメディアや観光業界の側
で一方的に作られる（写真2）。その結果、当該文化の担い手である地域住民は
観光の現場で「蚊帳の外」に置かれることになってきた（写真3）。
　私の研究は、そうした状況下での文化イメージが日常的にいかに作られ、
またどのように売買されているのかを考察し、それに学術的な情報が適正に
反映され、また文化の担い手である地域住民がちゃんと関わっていけるよう
な適切な方向性を見いだしていこうとするものであり、身近な地域創生の問
題ともリンクする。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ੈքҨ࢈ɺϥςϯΞϝϦΧจԽɺϚϠจ໌ʹؔ͢Δߨԋɺ
ϨΫνϟʔ

˙ ੈքҨݕ࢈ఆडݕʹؔ͢ΔΞυόΠε
˙ จԽࡒͱ·ͪͮ͘Γʹؔ͢ΔΞυόΠεɺetc.

論文
˙ ννΣϯɾΠπΝʯ- ަ伹͢Δεࢢݹͱͯ͠ͷʮݯࢿ
ςʔΫϗϧμʔͦΕͧΕͷࢥͱݩ࿐ళɼḏ୩ໜथɼ
ΞϝϦΧɼୈ18 ߸ɼpp.117-130ɼ2015ݹ

˙ lUna perspectiva sobre el problema de la invasión ilegal 
de los vendedores locales en la Zona Arqueológica 
de Chichén Itzá, Yucatán, Méxicoz, Seiichi Nakamura, 
Takuro Adachi and Masahiro Ogawa eds., Japanese 
Contributions to the Studies of Mesoamerican Civilizations: 
The 40th Anniversary of La Entrada Archaeological Project
ʢStudies in Ancient Civilizations vol. 1ʣ, Institute for the 
Study of Ancient Civilizations and Cultural Resources, 
Kanazawa University, 2023

書籍等出版物
˙ʰϥςϯΞϝϦΧจԽࣄయʱϥςϯΞϝϦΧจԽࣄయฤू
ҕһձฤɺؙળग़൛ɺ2021ɻ

˙ʮννΣϯɾΠπΝͷޫ؍ৼڵͱظԽ͢Δݩ࿐ళͷ
ෆ๏৵ೖʯh ΞϝϦΧͷൺֱจ໌ - ϝιΞϝϦݹ
ΧͱΞϯσεͷա͔ڈΒݱ·Ͱʱ੨ࢁɺถԆɺञҪɺ
ླฤɺpp.317-328ɺژ大学学ज़ग़൛ձɺ2019ɻ

˙ʮଟ༷ͳπʔϦζϜ ϚεπʔϦζϜ͔Βʮ৽͍͠ޫ؍ʯ·
ͰʯੴҪٱੜɺӜ෦ߒ೭ฤɺh ੈքࢽγϦʔζ10ɹத෦
ΞϝϦΧ ɺɦpp.121-132ɺேॻళɺ2018ɻ

˙ʮΓ͔ΕΔ͖ࣗવɺแΈࠐΉʮࣗવʯ- ΧϯΫϯɾ
ϗςϧκʔϯͷҨ公ԂͷํͤݟΛ८ͬͯʯɺఱཧ大学Ξ
ϝϦΧε学ձฤɺh ΞϝϦΧͷ·ͳ͟͠ - ࠶ຐज़Խ͞ΕΔ
ޫ؍ ɺɦpp.232-251ɺఱཧ大学ग़൛෦ɺ2014ɻ

講演・口頭発表等
˙ ϚεπʔϦζϜঢ়گԼͷจԽҨ࢈ͱࣗવ - ϝΩγΧϯΧ
Ϧϒ෦ͷҨ公Ԃͷ͔ྫࣄΒɼḏ୩ໜथɼୈ18ճࡍࠃ
ϥςϯΞϝϦΧɾΧϦϒڀݚձٞ  20177݄27

˙ ੈքҨ࢈ννΣϯɾΠπΝͷޫ؍Πϝʔδɿܧଓ͢Δ
࿐ళͷෆ๏৵ೖͱҨΠϝʔδͷదͳίϯτϩʔݩ
ϧʹ͍ͭͯɼḏ୩ໜथɼୈ1ճࡍࠃϝιΞϝϦΧχετձ
ٞ  201610݄30

競争的資金等の研究課題
˙ ඃऀ͕ੜΜͩݱϝΩγίͱͦͷيɿྺ࢙తݯࢿ
ͷ௨࣌తڀݚʹΑΔ৽ͨͳྺ૾࢙ɹຊ学ज़ৼڵձɿՊ
学ڀݚඅิॿۚɿج൫ڀݚʢBʣʢҰൠʣ 2022ʵ2025

˙ʮࣗવʯ͕จԽݯࢿԽ͞ΕΔϚεπʔϦζϜతঢ়گͷޫ؍
ਓྨ学తڀݚɹຊ学ज़ৼڵձɿ学ज़ڀݚॿۚجॿ
ۚʢج൫ڀݚCʣʢҰൠʣ2020ʵ2023

˙ ২ຽ͔࣌ΒݱͷதೆถͷઌॅຽจԽɹຊ学ज़ৼ
ҬఏҊྖڀݚʢڀݚඅิॿۚʢ৽学ज़ྖҬڀݚձɿՊ学ڵ
ʣʣ 20147݄ʵ20193݄ܕ

社会貢献活動
˙ ੈքҨݕ࢈ఆमɹNPO๏ਓੈքҨ࢈ΞΧσϛʔʢ2016ʵࡏݱʣ

ḏ୩�ໜथ�学Պɾڭतम࢜ʢจ学ʣ
Shigeki Shakuya

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ૯߹ڀݚ大学Ӄ大学�จԽՊ学ڀݚՊ�തظޙ࢜՝ఔ�୯Ґऔಘຬظୀ学
����ɹத෦大学ؔࡍࠃ�学෦ࡍࠃ�จԽ学Պ�ॿڭत
����ɹத෦大学ؔࡍࠃ�学෦ࡍࠃ�จԽ学Պڭ�त����
����ɹ公立小松大学ࡍࠃ�จԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պڭ�त
����ɹੈ࣍ݹߟ学ڀݚηϯλʔ小松ͷੴจԽʢຊҨ࢈ʣڀݚ෦ซ
ڀݚ
จԽਓྨ学���จԽਓྨ学ɾຽଏ学
ॴଐֶڠձ
ΞϝϦΧ学ձɺݹ学ज़学ձɺຊҨ学ձɺຊจԽਓྨ学ձɺຊϥςϯΞϝϦΧ学ձɺޫ؍
ఱཧ大学ΞϝϦΧε学ձ
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観光、文化遺産、文化イメージ、持続可能性、マヤ文明

ਓྨֶޫ؍

ࣸਅ2. ʹߦΘΕΔϓϩδΣΫγϣϯϚοϐϯά ࣸਅ3. Ҩ公ԂͰෆ๏ʹച͢Δ
ɹɹɹݩͷਓͨͪ

ࣸਅ1. ννΣϯɾΠπΝͷϐϥϛου
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アメリカ映画を統合的な方法で研究し、
その深層にある政治的・歴史的・心理的な意味
を探り、アメリカという集団意識を解明する。
　映画研究には、大別すると、映画技法論に関する研究、映画の物語構造に関
する研究、映画を社会的なコメンタリーととらえ、その深層にある政治的主
張・歴史学的な意味を読み取ろうとするコンテクスト研究があります。ここ
に映画と映画の関係を考える映画史的な研究及びジャンル研究と心理学的
な研究を加えることができますが、私は、こうした多様な映画研究の方法を
統合して、アメリカ映画に内在する意味を様々な角度から明らかにすること
に取り組んできました。これは同時に、映画というメディアが、社会・文化に
とってどのような表現機能を果たしているのか、というより一般的な問いの
解決にもつながっていきます。

༰ڀݚ

アメリカ映画における〈籠城〉のモチーフの
歴史学的・心理学的・政治学的な意味の解明
アメリカ映画に頻繁に登場するモチーフとして〈籠城〉のモチーフがあり

ます。攻囲や籠城は中世に起源をもつ極めて西洋的な戦法ですが、D.W.グリ
フィス監督『國民の創生』（1915）から西部劇、戦争映画、ジョージ・A・ロメロ
監督『ナイト・オブ・ザ・リビングデッド』（1968）などのいわゆるゾンビ映画と
いうホラーのサブジャンル、ジョン・カーペンター監督『要塞警察』（1976）か
らチャン・イーモウ監督の米中合作『グレート・ウォール』（2016）に至るアク
ション映画、あるいはクリス・コロンバス監督『ホーム・アローン』（1990）のよ
うなコメディ映画のなかに、ジャンルを超えて、様々に形を変えて現れてい
ます。私の研究では、西部劇におけるアメリカ先住民と植民者との攻防を籠
城モチーフの意味論的なテンプレートとして上記のような映画群の統合的
な分析を行い、〈新大陸発見〉・インディアン戦争における暴力の記憶が映画
の中に「アレゴリー」として出現することを実証的に示してきました。これは
共同体の無意識にとって、「語りえぬものを語る」ことができる映画がどのよ
うな機能を果たしているのか、という研究につながっていきます。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ΞϝϦΧөըΛ׆༻ͨ͠ӳڭޠҭͱϝσΟΞϦςϥγʔͷཆ
˙ өը্өձͷاըɼίϝϯλϦʔ

受賞
˙ ୈ3ճۚ大学ӳจ学ձྭʢ199911݄ʣ

論文
˙ ϔϛϯάΣΠ͔ΒλϥϯςΟʔϊʕମʗثͷܥ
ේ学ɼϔϛϯάΣΠڀݚɼୈ24߸ɼ75-86ɼ2023.

˙ κϯϏͷࢻ学ʕʕʪʫͱʪʫͷϞνʔϑʹ͍ͭͯɼ
IVYɼୈ49߸ɼ67-88ɼ2016

˙ өըͱਫ਼ਆੳɼຊӳจ学ձձใɼ37ɼ2-4ɼ2013
˙ JAWS ʢ1975ʣͷʪཉಈʫɼۚ大学ྺޠݴ࢙จԽܥ
ूɹޠݴɾจ学Ἣɼୈ5߸ɼ31-46ɼ2013

書籍等出版物
˙ʰϝσΟΞͱఇࠃʱफݡܗೋɺ௩ాޫɺத֞߃ଠɺத
ѥҥɺ小୩Ұ໌ɺ∁ଜๆੜɺݪ୩ɺ小ּࡉɺࢹޛࢁ
ཅࢠɺଜ্౦ɺՏాӳհɺ大ా৴ྑɺ小ௗ༡ॻɺ2021

˙ʰөըͱδΣϯμʔʗΤεχγςΟ ɼɦ௩ాޫɼਗ਼ਫࢠɼ
小ݪจӴɼ٢ଜ͍ͮΈɼࢁຊՂथɼӋௗོӳɼΩϯόϦʔɾ
ΠΫϥϕϧδʔɼླൟɼٱอ๛ɼࢴࢠɼϛωϧϰΝ
ॻɼ2019

˙ʰ࿏ͱҟքͷӳݍޠจ学 ɼɦ ༗ྱɼ小ݪ จӴɼ ཅࢠɼ
ࣾՏ ༑ཬɼ௩ా ࡉɼCɾJɾΞʔϜετϩϯάɼޫ ඒ
බɼ࣍ҁɼ小ྛӳཬɼਿӜਗ਼จɼ大ڭࡕҭਤॻɼ2018

˙ʰਫ਼ਆੳͱޠ ɼɦ小ݪจӴɼ松ദࣾɼ2008
˙ʰࡍࠃ学ͷ൶ʕʕҟจԽͱͷڞੜʹ͚ͯ ɼɦాపɼ
പ୩༤Ұɼݹാపɼ小ݪจӴɼֿ৳Ұɼࡈ౻Յਉɼଜ
্ਗ਼හɼઘࢠɼࢁຊɼ大ᤵՃಸɼੴࠇٱɼਂᖒ
ͷͧΈɼਗ਼ਫɼ෩ࣾߦɼ2008

講演・口頭発表等
˙ George A. Romero ͱʪ෦ܶͷύϥμΠϜʫʕʕઌॅ
ຽࡴٮදͱͯ͠ͷɹNight of the Living Deadʢ1968ʣ
ຊΞϝϦΧจ学ձୈ60ճશࠃ大ձγϯϙδϜʮʪϗ
ϥʔʫͷػʕʕڪාͷϑΟΫγϣϯʪΞϝϦΧʫͷ
ԿΛද͢Δͷ͔ʯɼ202110݄

˙ ϗϥʔөըͷʪҙຯʫʕδϣʔδɼAɾϩϝϩಜ࡞ͷα
ϒςΩετɼ2018ɹۚӳจ学ձ૯ձɼ201812݄

˙ κϯϏɾϩʔΧϦζϜʗάϩʔόϦζϜ�George A. 
Romero ͷϦϰΟϯάɾσουͱͷϞνʔϑɼຊӳจ
学ձத෦ࢧ෦ୈ 68 ճ大ձγϯϙδϜʮThe Dead Walk!
ʕκϯϏͱөըʗจ学ͷΫϩεΦʔόʔʯɼ201610݄

˙ PoeͷʪӨʫʕκϯϏɾϞνʔϑͱE. A. Poeͷࢻ学ɼ໊
ʰ27ΫϦεϚε࠲ߨຽ公։ࢢ࠵大学ӳจ学ձओݹ
ηϛφʔ ɼɦ201512݄

競争的資金等の研究課題
˙ Պݚඅʢج൫ڀݚCʣ࠾ʢ՝൪߸21K00394ɿڀݚ՝
໊ʮϗϥʔөըͷਂʹѹ͞Εͨʪઌॅຽͷྗʫ
ͷྺ࢙ͷղ໌ʹΑΔΞϝϦΧ࢙ͷֵ৽ʯʣ2021ʙ2023

小ݪ�จӴ�学ิ तڭ୲ʣɾྲྀަࡍࠃҭɾڭʢࠤ
ത࢜ʢจ学ʣ

Bunei Kohara

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹۚ大学大学Ӄ�จ学ڀݚՊ�ӳจ学ઐ߈�म࢜՝ఔ�मྃ
����ɹۚ大学�จ学෦�ॿख
����ɹۚ大学�ਓؒࣾձڀݚҬ�ྺޠݴ࢙จԽ学ܥ�।ڭत
����ɹ公立小松大学ࡍࠃ�จԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պ�।ڭत
����ɹ公立小松大学ࡍࠃ�จԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պڭ�त
ڀݚ
ΞϝϦΧөըɺਫ਼ਆੳɺΞϝϦΧจ学
ॴଐֶڠձ
ຊөը学ձɺຊӳจ学ձɺຊΞϝϦΧจ学ձɺۚ 大学ӳจ学ձ

英米・英語圏文学、アメリカ文学、映画研究

өըͰཧղ͢ΔΞϝϦΧจԽ
・ΞϝϦΧઌॅຽͷྺ࢙

өըڀݚɾจֶ

ਤ .  ໊ 大学ʹͯκϯϏөըͱΞϝϦΧݹ
จ学ͷؔߨ͍ͯͭʹੑԋ
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地域観光の促進に必要な市民力、
多様な人々への視点
　観光研究の視点は幅広く多様ですが、私は地域観光の促進とそれに伴う地
域の再生、地域づくりに焦点をあてています。着地型観光と呼ばれる、地域が
主体的に観光に取り組む活動の研究から始め、現在では多様な人の旅行を可
能にするバリアフリー（ユニバーサル）ツーリズムや、地域の「食」をめぐって
様々な地域産業が連携するフードツーリズム、交通・移動の課題などを研究
分野としています。

༰ڀݚ

主体的に観光に取り組む人や組織の大切さ

　着地型観光やフードツーリズムでは、地域の主体性が重視されます。それ
は地域の人々が自らの地域に誇りを持ち、文化を育みながら他者に地域を開
示していく作業です。そうした環境は地域そのものを強くし、人々の関係性
を協力的に推し進めるという観点からソーシャルキャピタル（社会関係資
本）のあり方が重要だと考えています。研究を通して、人々や組織の関係性の
あり方を観光の現場で考え、またその結果多様な人が生活し、訪れる地域づ
くりの姿を考え続けています。そのためには、地域での NPO 活動など、市民
の主体的でボランタリーな取り組みや組織同士の連携が必要と考え、複数の
組織へのヒアリングも重ねています。また、現在はバリアフリー環境が当た
りまえと言われる時代になってきましたが、まだ環境整備の余地は多くあり
ます。単にハード整備に終わることなく、住民や当事者も観光を担い、観光を
多様で豊かなものにするにはどうすればよいかを課題として研究を進めて
います。

地域との協働

　大学に赴任してから、地域の方との協働作業も進んできました。伝統工芸
産業の九谷焼の発展に観光の側面からアプローチし、学生も含めて大学がど
のように貢献できるかを考えながら、プロジェクトに関わっています。
また、近年各地で課題になっている高齢

者を中心とした住民の外出時の移動手段
や交通の確保の問題は、小松市にとっても
無関係ではありません。2019年には市内の
地域団体が行う乗合ワゴン事業に協力し、
地域交通課題の解決にも取り組みました。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ NPOͱͷ࿈ܞɺڠಇ
˙ ʹ͓͚ΔόϦΞϑϦʔԽޫ؍
˙ Ҭ՝ͱޫ؍ͷݙߩ

論文
˙ʮϦϞʔτʯͰՄࢹԽ͞ΕΔڭҭతίϛϡχέʔγϣϯͷ
ॾہ໘,தࢠࢠوɼޫ؍ϗεϐλϦςΟڭҭ14ɼ111-
121ɼ2021

˙ ΧφμΦϯλϦΦभʹ͓͚ΔϑʔυτϨΠϧͷޭཁ
ҼɼதࢠࢠوɾཥඒՖɼຊۙላ64ڀݚɼ261-274ɼ
2019

˙ ɼதϩγΞʹ͓͚ΔΨετϩϊϛʔπʔϦζϜͷಈݱ
ཁୈ19߸ɼ185-197ɼ 2017لख大学ࢁށɼਆࢠوࢠ

書籍等出版物
˙ ༑ݪՅฤஶʰঁੑͱπʔϦζϜ ʢɦڞஶʣࠓݹॻӃ
ʢ2017ʣ

˙ தଜݩɺதࢠڞࢠوஶʰόϦΞϑϦʔޫ؍ͷͨΊͷϗ
ςϧɾཱྀؗվमܭըͱҬडೖମ੍ͮ͘ΓϚχϡΞϧʱ
૰߹ϢχίϜʢ2016ʣ

˙ ా༸࢘ɺதࢠࢠو ଞʢڞஶʣh ৽ͨͳΔഉআʹͲ͏立
ʵιʔγϟϧɾΠϯΫϧʔδϣϯͷՄੑͱ͔͏͔ͪ
՝ʱ学จࣾʢ2009ʣ

講演・口頭発表等
˙ ຊࢱͷ·ͪͮ͘Γ学ձʮίϩφՒʹ͓͚Δऀྸߴɾ
ো͕͍ऀͷޫ؍ҙͱҙࣝʯʢ2023ʣ

˙ ຊڀݚޫ؍学ձʮ͔ޫ؍ΒҠॅ·Ͱͷ֓೦ཧɿΦϯ
ϥΠϯ͔ޫ؍Βʮ͓ͯͭͨͼʯཱྀ·ͰʢҠಈલఏࣾձʹ
͓͚Δޫ؍ͷ͋Γํʣʯʢ2023ʣ

˙ ຊϑʔυπʔϦζϜ学ձʮϑʔυτϨΠϧʹ͓͚Δूੵ
ͱप༡ʹؔ͢Δߟ-ੴݝɾొကΛྫࣄʹ-ʯʢ2022ʣ

競争的資金等の研究課題
˙ Ҡಈલఏࣾձʹ͓͚ΔҬॅຽͱҠಈऀʹΑΔ৽ͨͳί
ϛϡχςΟͷܗϓϩηεɿຊ学ज़ৼڵձՊ学ڀݚඅ
ॿۀࣄɿج൫ڀݚʢBʣʢҰൠʣʢ2022-24ʣ

˙ ΨετϩϊϛʔΛݯࢿͱͨ͠ϑʔυτϨΠϧͷϚωδϝ
ϯτͱੑͷڀݚຊ学ज़ৼڵձɿՊ学ڀݚඅॿࣄ
ʢCʣʢҰൠʣʢ2018-21ʣڀݚ൫جɿۀ

社会貢献活動
˙ 小松ࢢʮҬ公ަڞ௨ੑ׆Խٞڠձʯҕһʢ2018ʵʣ
˙ 小松ࢢʮ小松؍ܠࢢ·ͪͮ͘Γ৹ٞձʯҕһʢ2018ʵʣ
˙ 小松ࢢɾඒࢢʮΫλχζϜ࣮ߦҕһձʯҕһʢ2019ʵʣ
˙ ඒࢢʮඒޫ؍ࢢઓུձٞʯҕһʢ2023-2024ʣ
˙ ʹɾଅਐٴͷόϦΞϑϦʔධՁͷීޫ؍ަ௨লʮࠃ
ؔ͢Δݕ౼ҕһձʯҕһʢ2018ʣ

˙ NPO๏ਓຊόϦΞϑϦʔޫ؍ਪਐࣄߏػہʢ2012-
2017ʣ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ大ࢢࡕ立大学大学Ӄ�ڀݚࢢՊ�തظޙ࢜՝ఔ�मྃ
����ɹਆࢁށख大学ݱ�ࣾձ学෦ޫ؍�จԽ学Պ�।ڭत
����ɹ公立小松大学ࡍࠃ�จԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պ�।ڭत
ڀݚ
ɺόϦΞϑϦʔπʔϦζϜɺϑʔυπʔϦζϜޫ؍学ɺҬ՝ͱޫ؍ձ学ɺࣾޫ؍
ॴଐֶڠձ
学ज़学ձɺຊϑʔυπʔϦζϜ学ձޫ؍ͷ·ͪͮ͘Γ学ձɺࢱ学ձɺຊࣾձ学ձɺຊڀݚޫ؍

観光学（観光社会学）、地域研究、ユニバーサルツーリズム、
観光人材育成、旅行業実務

地
域
の
観
光
は
地
域
が
つ
く
る

ձֶࣾޫ؍ɺޫ؍

தࢠ�ڭ�ࢠوतɾΩϟϦΞαϙʔτηϯλʔത࢜ʢࢢʣ
Fukiko Nakako

ਤ .  ͜ ຽ大学ɿʮϢχόʔαϧπʔࢢͭ·
ϦζϜʯɺʮ৯ͱޫ؍ʯΛςʔϚͰ͍ߦ
·ͨ͠ɻ
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社会的財産としての文化

　文化とは、音楽、美術といった芸術文化や、文化財、暮らしに根付いた風習
や習慣、生活文化まで、たいへん幅広いものが含まれますが、そのどれもが、
人間が創り出し、過去からつないできた社会的財産です。その価値は目に見
えにくく数値化しにくいものであるため見過ごされがちですが、例えば人々
をつなぐ、発想の源泉となる、創造性を育む、多様な価値観を認め合う土壌を
作る、独自性ある資源として地域発展に寄与するなど、多様な意義を持って
おり、社会基盤として重要なものです。文化が持つ多様な価値を、真に豊かな
社会づくりに活かすための仕組みを探求しています。

༰ڀݚ

人が生きる基盤として文化をとらえ
大きな文化政策を構想する
　文化政策の予算や仕組み、文化の役割や位置づけの違いについて、諸外国
の比較研究を行ってきました。各国で歴史や背景が違うため、単純に比較す
ることは適しませんが、世界の動向を把握し、日本の状況を相対的にとらえ
ることにより、より良いあり方を検討することは有効です。また、自治体の文
化に関する計画や指針作りにも携わっており、文化財や文化施設と観光につ
いて提言することが増えています。近年の文化政策に関する議論では、文化
が福祉や観光、教育等へも幅広く寄与するものであり、連携を深めようとい
う考え方が示されています。そのことは従来狭く認識されすぎてきた文化の
役割を広く位置付けるものではありますが、「文化が他領域に役に立つから
重要」と近視眼的にとらえるのではなく、人が生きる基盤であるという認識
を形成していくことが必要です。文化は本来、生き方そのものや社会づくり
に関わる、あらゆる領域の基層であるととらえ、文化政策の議論の枠組みを
広げる挑戦を、「新しい文化政策プロジェクト（代表者：京都大学佐野真由子
教授）」において多彩な研究者、実践者とともに取り組んでいるところです

（図参照）。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ͷಈࡦͷจԽࠃ
˙ ࡦମͷจԽ࣏ࣗ
˙ จԽΛ͔ͨ͠׆Ҭͮ͘Γ

論文
˙ʮຊʹ͓͚Δࠃ֎ཹࡏਓΛରͱͨ͠จԽࡦͷݱঢ়ͱ
՝ɼᮗ᭪ژɼே༝رɼೆా໌ඒɼւಓڭҭ大学لཁ
ਓจՊ学ɾࣾձՊ学ฤ72ʢ1ʣɼpp.95-110ɼ20218݄

˙ ίϩφՒͱࠃͷจԽܳज़ࢧԉ ᴷจԽܳज़׆ಈͷܧଓࢧԉۀࣄΛத
৺ʹᴷɼே༝رɼจԽࡁܦ学18רୈ1߸pp.12-16ɼ20213݄

書籍等出版物
˙ʰϔϦςʔδϚωδϝϯτɿҬΛม͑ΔจԽҨ࢈ͷ͔׆
͠ํ 松ɦຊໜষɼதزɼೆത࢙ɼߴԬ৳Ұɼே༝رɼ
৴౻༐Ұɼߴౡࢠࠤɼխɼଜਔࢤɼੴຊ౦ੜɼ
౻Ұɼ学ܳग़൛ࣾɼ2022

˙ʰ͡·ΓͷΞʔτϚωδϝϯτʱ松ຊໜষɼߴౡࢠࠤɼ
ජོҰɼଠా࣏ɼࢤଜࢠɼே༝رɼҏ౦ਖ਼ࣔɼཥ
ө, ݁Ұɼᔶࢠژɼࢠྑ౻ࠤɼਫ༵ࣾɼ2021

˙ʰจԽͰҬΛσβΠϯ͢Δʵࣾձͷ՝ͱจԽΛͭͳ͙
ɼرɼே༝ࢤ͔Βʵʱ松ຊໜষɼོӳɼଜਔݱ
্ॏ߂ɼߴౡࢠࠤɼຊٛɼ大ᖒԓඒɼଜɼ
݁ҰɼޱΏ͔ͨɼ学ܳग़൛ࣾɼ2020

講演・口頭発表等
˙ จԽࡦͷ͜Ε͔ΒΛ͑ߟΔ ʵɾӳɾถɾɾಠɾؖ
ͷจԽࡦͷࡍࠃൺֱ͔Βʵɼே ༝رɼੁ ࡞ɼࢠ
ా थɼळ ༗لɼౢ ༝ࢠلɼᮗ ᭪ژɼຊจԽ
大ձɼ20243݄ڀݚ࣍学ձୈ17ճࡦ

˙ A Comparative Study of Cultural Policies of Six 
Countries during the COVID-19 Period ʢίϩφՒʹ͓
͚Δ͔̒ࠃͷจԽࡦͷࡍࠃൺֱڀݚʣɼே༝رɼळ
༗لɼ12th International Conference on Cultural Policy 
Research ʢUniversity of Antwerpʣɼ20229݄

˙ ɼभرঢ়ɼே༝ݱɹຊͷࡦਓͷͨΊͷจԽࠃ֎ཹࡏ
大学ΞδΞΟʔΫ2021ʮࠃ֎ཹࡏਓͷͨΊͷจԽࡦͱ
ࢢʕຊ͓ΑͼΞδΞॾࠃͷྫࣄൺֱ͔Βʯɼ202110݄

˙ ɼᮗ᭪رঢ়ͱ՝ɼே༝ݱͷࡦਓΛରͱͨ͠จԽࠃ֎ཹࡏ
大ձɼ20213݄ڀݚ学ձୈ14ճࡦɼೆా໌ඒɼຊจԽژ

競争的資金等の研究課題
˙ ํ࣏ࣗମจԽࡦʹ͓͚ΔΤίγεςϜܗʹ͚ͨ
ݚ൫جۀࣄඅॿڀݚձՊ学ڵʢදʣɼຊ学ज़ৼ౼ݕ
ʢCʣɼ20224݄ʵ20253݄ڀ

社会貢献活動
˙ จԽி จԽܳज़ਪਐجຊܭըʢୈ2ظʣࢦඪݕ౼ͷͨΊ
ͷ༗ࣝऀձٞҕһʢ2023ʣ

˙ Ҫݝ จԽৼڵϓϥϯࡦఆҕһʢҕһʣʢ2023ʣ
˙ Ҫࢢ จԽࡒอଘ׆༻Ҭܭըࡦఆҕһʢҕһʣʢ2023
ʵʣ

˙ จԽࡁܦ学ձʻຊʼཧࣄʢ2022ʵʣ
˙ ຊจԽࡦ学ձཧࣄʢ2019ʵʣ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ౦ژज़大学大学Ӄ�ԻָڀݚՊ�Ԡ༻Իָ学�തظޙ࢜՝ఔ�मྃ
����ɹ౦ژज़大学ΞʔτϦΤκϯηϯλʔ�学ज़ڀݚһ
����ɹจԽிҬจԽੜຊ෦�૯ ɾׅڀݚࡦάϧʔϓڀݚ�
����ɹ公立小松大学ࡍࠃ�จԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պ�।ڭत
ڀݚ
จԽࡦ���ΞʔτϚωδϝϯτ
ॴଐֶڠձ
จԽࡁܦ学ձʪຊʫɺຊจԽࡦ学ձɺຊΞʔτϚωδϝϯτ学ձɺຊԻָܳज़Ϛωδϝϯτ学ձ

文
化
を
基
盤
と
し
た

真
に
豊
か
な
社
会
を
築
く
た
め
に

芸術文化を支える仕組みのあり方、芸術文化の多様な価値と評価、
文化資源と地域づくり

ே�༝ر�।ڭतത࢜ʢ学ज़ʣ
Yuki Asakura

ਤ1ɺਤ2. 公։ϑΥʔϥϜɹ৽͍͠จԽࡦͷߏஙΛΊ͟͠ ʢͯ201912݄7ʣɹࡱӨɿኍҪॣհ
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地域社会・産業システムの競争優位性

　地方における地域経済社会の内発的な形での発展は、グローバルに普遍的
な課題です。多くの地方地域は、地域課題の解決を地方公共政策にゆだねる
にとどまり、プロダクト的なイノベーションの創出にはつながっていませ
ん。内発的な地方経済の発展がなかなか実現できないという地域課題は、日
本の根幹的な全体課題であるといえます。現在注力している研究領域は、こ
のような地方地域の課題解決に資する、“新産業を生み出す地域社会システ
ム„を実現すべく産学官ネットワークに着目し、そのための共創の在り方に
言及するものです。ここでの共創とは、研究・開発～製品化・事業確立・産業化
に係る一連の技術連携・共創活動を指しています。
　他方、近年顕著である地方地域の衰退等といった社会的課題に対処すべ
く、社会科学領域の大学機能（教育・研究）をより活用した地域社会貢献への、
自律的に機能する組織的取り組みが求められていると感じています。これま
での科学技術を基盤とした産学官による技術連携・共創活動に加え、新たに
社会科学領域の学術知を活用した、社会イノベーション創出を実現する産学
官共創の可能性についての議論が求められます。社会科学領域の学術研究が
現実に応え得るには、支柱としての体系的学術理論のバックボーンが基盤と
して必要ですが、実際の地域社会・産業システムの競争優位性につなげるに
は、現況や課題について正しく把握することが大切であり、そのために地域
社会や産業界と密接に共創していく必要があります。

༰ڀݚ

地域社会におけるイノベーション創出を実現するために

　公立小松大学が立地する地域社会は、多くのモノつくり企業が集積する産
業地域です。地方創生へ、“新産業を生み出す地域社会システム„の創造を通
じて、グローバル社会においていかにローカルな競争優位を成すかを市場経
済の視角から多面的に考え、どのように地方地域社会の創成・再生へつなげ
ていけるかについて考えていくことは極めて重要であると認識しています。
　例えば大学は、教育と研究という伝統的な役割を維持しつつ、知識の資本
化へ、特許権活用、スタートアップ企業の設立に力を注ぐ動線も加わって久
しいですが、近年の地域社会創生に係る理論的枠組みは、産学官に加え、市民
社会、自然環境も取り入れたエコシステムとして捉え思考していく傾向がみ
られます。それは、地域社会においてイノベーションをどのように創出して
いくのかを考えることに留まらず、我々が社会生活を営む経済地域の視角か
ら、国際化に対峙せざるを得ない日本人が意識すべき、グローバル－ローカ
ルの関連性を認識・理解することにもつながっているといえるものです。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ Ҭࣾձɾۀ࢈γεςϜʹؔ࿈͢Δॾ՝ʹ͍ͭͯ
˙ ͍ͯͭʹΔॾ՝ʹӦܦۀا
˙ ͍ͯͭʹͷҭࡐքʹ͓͚Δਓۀ࢈

論文
˙ Regional Revival Through Updated Systems Theory: 

Dissecting the Evolution in Regional Innovation 
Research Literature, Intercultural Studies, T.Kiyoshi, 
Vol.6, pp.45-70, 2024.

˙ Thailand 4.0 as a Long-Term Economic Policy: 
Realization of a Self-Sustaining Innovation Ecosystem 
as a Condition for Becoming a Developed, T. Kiyoshi, 
Intercultural Studies, Vol.5 pp.33-44, 2023.

˙ A Survey of Regional Network Characteristics in 
Rural Areas Contributing Toward Social Innovation, 
T. Kiyoshi, Research Reports of National Institute of 
Technology, Vol.9 pp.1-18, 2022.

˙ Developing a Hypothetical Model for Social Innovation 
Creation, T. Kiyoshi, Research Reports of National 
Institute of Technology, Vol.8 pp.1-27, 2021.

書籍等出版物
˙ʰ৽ۀ࢈ΛੜΈग़͢ҬࣾձγεςϜ ʵ ΑΔΠʹ学࢈
ϊϕʔγϣϯͷڞʱਗ਼߶࣏ɼதԝࣾࡁܦɼ2020ʢISBNɿ
9784502345715ʣɽ

˙ lEducational System Innovat ion for Regional 
Economic and Social Development - Revitalization 
in Lowell, Massachusetts –„ T. Kiyoshi, Hirosaki 
University Press, 2016 (ISBN: 9784907192334).

講演・口頭発表等
˙ Frontier in Regional Innovation Systems Research, 

T.Kiyoshi, International Conference on Management 
and Education Innovation 2024.

˙ The Potential of Thailand4.0 to Break Away from 
Middle-Income Country, T. Kiyoshi, International 
Conference on Administration and Management 2023.

˙ Ҭࣾձͱ大学ͷڞɿࣾࡁܦձ։ൃͱਓతࢿຊ։ൃɼ
ਗ਼߶࣏ɼ大学ίϯιʔγΞϜࢁɾ学ੜʹΑΔҬϑΟʔ
ϧυϫʔΫڀݚॿجۀࣄௐߨԋɼ2022.

˙ Factors Affecting Industry–University Co-Creation, T. 
Kiyoshi, International Social Sciences and Business 
Research Conference 2022.

˙ Society 5.0 – Japan`s Super Smart Society, T. Kiyoshi, 
International Social Sciences and Business Research 
Conference 2021.

競争的資金等の研究課題
˙ දऀhڀݚ ํʹ͢ࢿΔ࢈学࿈ܞγεςϜͷڀݚʱ

JSPSՊݚඅ16K04031ج൫ڀݚᾲɼ2016ʙ2018

ਗ਼�߶࣏�।ڭतത࢜ʢ学ज़ʣ
Takeharu Kiyoshi

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹถϚανϡʔηοπ大学�Ҭࡁܦɾࣾ ձ։ൃڀݚՊʢ3&4%ʣϥκχοΫϥϘ
����ɹࠃ立大学๏ਓઌՊ学ٕज़大学Ӄ大学�ઌՊ学ٕज़ڀݚௐࠪηϯλʔ
����ɹࠃ立大学๏ਓۚ大学�大学ڭҭ։ ɾൃࢧԉηϯλʔ
����ɹಠ立ߦ๏ਓࠃ立ߴઐ学ߏػߍߴࢁઐ学ࡍࠃ�ߍϏδωε学Պ�ઐ߈Պ
����ɹΩϯάϞϯΫοτՊ大学�ཧܦӦ学෦ʢ݉ɾݱෝʣ
����ɹຊ学ไ৬
ڀݚ
3FHJPOBM�*OOPWBUJPO�4ZTUFN
ॴଐֶڠձ
公ӹۀࣄ学ձɾΠϊϕʔγϣϯ学ձڀݚ�

トランスディシプリナリー，イノベーション，リージョン，
グローバル，テクノロジー，エコシステム，Q/Qヘリックス

3FHJPOBM "EWBOUBHF JO B (MPCBM &DPOPNZ

Ҭۀ࢈γεςϜ
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シーズ・地域連携テーマ例
˙ ৽͍͠ߦಈͷܗɺߦಈͷमਖ਼ٕ๏ʹؔ͢Δڀݚɾݚम
˙ ಈͷมԽʹؔ͢Δ৺ཧௐࠪߦ

受賞
˙ 20161݄ ୈ17ճੴݝόϦΞϑϦʔࣾձਪਐ׆ಈ෦
࠷༏लʢडɿόϦΞϑϦʔϚοϓʴ੍࡞ҕһձʣ

˙ 2013৺ཧ学ձྭ

論文
˙ ͰݱՃ学ੜͷࢀͷಛ͕ߏΔूஂ͚͓ʹۀࣄྲྀަࡍࠃ
ͷߦಈ͓Αͼ৺ཧঢ়ଶʹٴ΅͢ӨڹɹଜɼϋϯϓΡɼ
௩ਅೋɼ大学ڭҭ学ձࢽɼ43ʢ2ʣɼ80-88ɼ2021ɽ

˙ Accessibility of World Heritage Site -A survey 
of physical accessibility of Angkor Wat temple, 
Cambodia Makoto Kimura, Peou Hang, Shinj i 
Tsukawaki, Journal of Global Tourism Research, 6(2), 
121-126, 2021. ͳͲ

書籍等出版物
˙ MMPI-3ຊ൛ɹঅฑ૿ࠜɺଜɹଞɼࣜגձࣾژࡾɼ

2022
˙ MMPI-3ຊ൛ϚχϡΞϧɹঅฑ૿ࠜɺଜɹଞɼࣜג
ձࣾژࡾɼ2022ɹͳͲ

講演・口頭発表等
˙ Research on psychological benefits of the natural 

environment: Effects on restoration, stress tolerance 
and mood states. Kimura, M., The 8th International 
Thematic Symposium lEnvironment and the Sustainable 
Development of Rural and Urban Societies in East Asiaz
20243݄15ɽ

˙ Evaluation of accessibility of Angkor Wat temple and 
in� uence of rapid conYersion to a tourist destination on 
the well-being of local residents, Kimura, M., Research 
Seminar at the National University of Management 
on Recent Changes in Cambodia Recognised and 
Investigated by Overseas Researchers. 20233݄17ɽ

˙ ࣗੜछͱ২छͷҧ͍͕২ͷҹʹ༩͑ΔӨڹ ଜ
ɾ௩ਅೋɾຊాڡਓɼຊ৺ཧ学ձୈ86ճ大ձ. 
20229݄10ͳͲ

競争的資金等の研究課題
˙ ࣗવ͢ىש͕ڥΔϊελϧδΞ͕৺ཧత݈߁ʹ༩͑Δ
ӨڹɹʕׁͷਫลڥΛϞσϧͱͯ͠ʕɹۚ大学
ຊւҬڀݚڥηϯλʔڞಉڀݚඅɹؒظڀݚɿ
2024-2025 ͳͲ

社会貢献活動
˙ 小松ڞࢢಉࢀըϓϥϯ৹ٞձҕһ
˙ ຊेࣾࣈੴݝ学ੜ݂ݙਪਐΞυόΠβʔ
˙ 小松ࢢোࣗऀ立ࢧԉٞڠձӡӦҕһ
˙ ͜·ͭঁੑͷ׆༂ͱϫʔΫɾϥΠϑɾόϥϯεΛ͑ߟΔ
ͳͲ࠲ձٞڠ

ଜ��।ڭतത࢜ʢ学ज़ʣɾ公ೝ৺ཧࢣ
Makoto Kimura

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹਔѪ大学�ਓؒ学෦৺ཧ学Պ�ॿख
����ɹ小松ظ大学�Ҭ学Պ�।ڭत
����ɹۚ大学大学Ӄ�ਓؒࣾձڀݚڥՊ�٬һڀݚһ
����ɹۚ大学ɹຊւҬڀݚڥηϯλʔ�֎དྷڀݚһʢࢸʹࡏݱΔʣ
����ɹ公立小松大学ࡍࠃ�จԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պ�।ڭतʢࢸʹࡏݱΔʣ
����ɹۚ大学ɹຊւҬڀݚڥηϯλʔɹڞಉڀݚһʢࢸʹࡏݱΔʣ
ڀݚ
৺ཧ学���࣮ݧ৺ཧ学
ॴଐֶڠձ
ຊ学ੜ૬ஊ学ձɺຊ৺ཧ学ձɺຊಈ৺ཧ学ձɺ৺ཧ学ձɺຊڭҭ৺ཧ学ձ

実験心理学、臨床心理学

変
化
す
る
環
境
の
中
で
、

幸
福
な
生
活
を
送
る
た
め
に

৺ཧֶ

ઐɾڀݚ

心の測定・環境適応と行動の変容

　多様な人間を正確に理解するためには、目に見えない心の働きを正確に測
定し、数値化することが欠かせません。私は現在、パーソナリティを多面的に
測定する心理検査の開発・研究に従事しています。直接観察できない心の特
徴を数値化する方法を構築することで、教育現場、医療現場、司法、人事など
の領域への活用と貢献を目指しています。また、長く学生相談業務、海外留学
支援の業務に従事した経験から、新しい環境への適応と行動の変容の問題に
関心を抱き続けています。近年ではカンボジアのアンコール世界遺産地域の
村落の住民と大学生を研究対象として、環境の変化に伴う心の問題について
実践的な研究に取り組んでいます。

༰ڀݚ

環境適応の心理的課題と個性の定量化

�ɽύーιφϦςΟΛଌఆ͢Δ৺ཧࠪݕͷ։ൃͱ研究
　MMPI（Minnesota Multiphasic Personality Inventory）は、精神医学的診
断に客観的な手段を提供する目的で 1943 年に刊行された心理検査であり、
現在はパーソナリティ検査を主な目的として心理臨床での現場でも広く
使用されている代表的な心理検査の一つです。私は、2020 年に米国で開発
されたMMPIの最新版、MMPI-3の日本版の開発チームのメンバーとして
MMPI-3 日本版の開発・研究に従事しました。本検査は、診断補助に資する心
理検査として国内の医療機関で活用されるだけでなく、司法の場面や人事採
用場面での活用も期待されています。本検査の更なる研究と、普及のための
活動に積極的に取り組んでいます。

2ɽੜڥ׆ͷมԽʹ͏৺ཧతదԠͷ
　急速な観光地化が進むカンボジア王国のアンコール世界遺産区域には、現在
も約 13 万人の地域住民が生活しています。私は、観
光開発に伴う生活環境の変化がもたらす地域住民の
心理的適応の課題を研究しています。具体的には観
光地化に伴う新たな人的交流、外部からの情報の流
入、生活水準の変化に注目しています。また、地域住
民と観光客の共生の視点から、政府機関と連携した
アンコールワット寺院のアクセシビリティ整備に関
する研究にも従事しました。さらに、学生相談と留学
支援に従事した経験から、留学生や大学新入生を対
象とした留学先や大学への適応を促進するための効
果的な教育プログラムについても研究しています。

ਤ .  ΧϯϘδΞɾΞϯίʔϧ
ϫοτࣉӃͰͷϑΟʔ
ϧυௐࠪ
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スポーツ・観光・ICTの融合で生まれる価値

スポーツと観光が結合したスポーツツーリズムとは、「スポーツやスポー
ツイベントへの参加・観戦・応援を目的として旅行し、少なくとも 24 時間以
上その目的地に滞在すること」とされ、スポーツを主な目的とした旅行を意
味している。また、スマートツーリズムとは、IT 機器を介して旅行者が観光
地の観光関連情報やサービスを共有する総合的なアプローチであり、ICT 技
術を融合した新たな観光形態として注目されている。私の研究では、ICTが
スポーツツーリズムにおける価値共創に与えた影響の分析を通して、スポー
ツ・観光・ICTの相互作用を考察していく。

༰ڀݚ

スポーツツーリズムにおけるSNSの活用とその役割の変化

�� εϙーππーϦズϜʹΑΔҬੑ׆Խ
スポーツツーリズムは地域に魅力的なイメージを与え、観光客や企業、住

民を惹き付ける素材としての恩恵をもたらす可能性に満ちている。インバウ
ント誘致や地域活性化イベントとして特色のあるスポーツイベントを研究
対象に、主催者と各ステークホルダー、参加者などの視点から、各アクターの
相互作用によって作り出される価値と、その価値共創メカニズムを解明する
ことを目的にしている。
2� εϙーππーϦズϜʹ͓͚Δ*$5ٕज़ͷ׆༻ͱׂ
コロナ禍後の「新しい観光様式」といった観点が示すように、観光そのもの

が大きく変わろうとしている。スポーツツーリズムにも、ICT 技術を活用し
た対策が講じられ、物理的な移動を伴わない様式へと拡大してきた。その変
化に伴って、SNSは情報交換の場だけではなく、観光者のアイデンティティ
獲得と維持の重要な媒体として役割を拡張している。私の研究はスポーツ
ツーリズムに着目し、ネットノグラフィー調査を用いてソーシャルメディア
における価値共創メカニズムを解明していく。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ εϙʔππʔϦζϜΛ௨ͨ͡ҬৼڵɾҬੑ׆Խ
˙ ιʔγϟϧϝσΟΞੳ
˙ ΠϯόϯυϓϩϞʔγϣϯ

受賞
˙ 20205݄ɹຊڀݚޫ؍学ձɹจྭ
˙ 20233݄ɹInternational Conference on Tourism 

Sciences (ICTS) Best Presentation Award

論文
˙ Value co-creation in sport tourism: the practices of 

international participants in a tourism running event, 
Chin-Kuang Chen, Journal of Sport & Tourism, 27(2), 
139-159, 20233݄

˙ Staging mass participation marathons in heritage 
tourism destinations: Seeing through the eyes of 
distance runners, Chin-Kuang Chen, Journal of 
Tourismology, 2(2), 2-12, 201612݄

˙ How three Japanese city marathon brands overcame double 
jeopardy, Frank Go, Chin-Kuang Chen, & Remco Beek, 
Asian Sport Management Review, 11, 89-122, 20168݄

書籍等出版物
˙ εϙʔπจԽɼڮߴపฤɼ୲෦ɿୈ13ষεϙʔπ
πʔϦζϜɼࣜגձࣾΈΒ͍ɼ20224݄

講演・口頭発表等
˙ Intercultural learning in domestic study tours 

designed for international students: A value co-
creation perspective, Chin-Kuang Chen, Travel and 
Tourism Research Association (TTRA) Asia Pacific 
Chapter Annual Conference, 202312݄2

˙ International sport tourists` value co-creation through 
social media: A mixed-methods netnography approach, 
Chin-Kuang Chen, The 31st European Association for 
Sport Management (EASM) Conference, 20239݄13

˙ Sport tourists` participation patterns in online sporting 
events: Evidence from the Tianzhong Marathon in 
Taiwan, Chin-Kuang Chen, International Conference 
on Tourism Sciences (ICTS), 20233݄21

˙ Exploring the role of online community in international 
sport tourism: LINE app usage by Taiwanese runners in 
the 2022 Berlin Marathon, Chin-Kuang Chen, The 33rd 
Annual Council for Australasian Tourism and Hospitality 
Education (CAUTHE) Conference, 20232݄8

競争的資金等の研究課題
˙ εϚʔτɾπʔϦζϜͷߏͱϝΧχζϜʹؔ͢Δޫ؍
学తڀݚɼ立ڭ大学ɼ立ڭ大学学ज़ਪਐಛผॏۚࢿɼ
20226݄ʙ20243݄

社会貢献活動
˙ ʢ2017ʣސɾۀࣄεϙʔππʔϦζϜՄੑௐࠪݝܗࢁ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ立ڭ大学大学Ӄޫ؍�学ڀݚՊ�ത࢜՝ఔظޙ՝ఔ�मྃ
����ɹ࡚ࡍࠃ大学�ਓؒࣾձ学෦ޫ؍ࡍࠃ�学Պࢣߨ�
����ɹ公立小松大学ࡍࠃ�จԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պ�।ڭत
ڀݚ
学ɺεϙʔππʔϦζϜɺεϚʔτπʔϦζϜޫ؍
ॴଐֶڠձ
ຊڀݚޫ؍学ձɺޫ؍学ज़学ձɺຊεϙʔπϚωδϝϯτ学ձɺϥϯχϯά学ձɺ
ຊܦޫ؍Ӧ学ձ

スポーツイベント、観光DX、価値共創、ソーシャルメディア、
ネットノグラフィー調査

εϙーππーϦズϜ֗ʹັྗతͳ
ΠϝーδΛ༩͑Δ

εϙʔππʔϦζϜɾ
εϚʔτπʔϦζϜ

ޫܚ��।ڭतത࢜ʢޫ؍学ʣ
Chin-Kuang Chen

ࣸਅ1. ౦෩ϚϥιϯͰͷݱௐࠪ ࣸਅ2.  2023 Council for Australasian Tourism 
and Hospitality Education (CAUTHE) 
Conferenceʹͯ
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アジアと世界史の広範な文脈での出雲大社と
日本海側地域の歴史・文化研究
　長い歴史を持つ出雲大社は、縁結びの神様の神社として全国的に知られて
いるが、古代から日本海側地域の歴史文化の重要な一部でした。出雲大社は、
天津神である天皇系の神々に敗れた国津神の代表であり、天皇中心の政治権
力の形成に犠牲された地域文化とされてきました。また、近代に入ると、出雲
イコール敗者という語り方は、日本海側地域の地域格差の文化的裏付けに利
用され、日本海側地域の差別的なアイデンティティ「裏日本」の形成を助長す
ることとなりました。私の今の研究は、「表日本」中心主義的な見方への反省
に基づいて、日本海側地域の歴史を積極的に顧みています。

༰ڀݚ

「裏日本」の差別的な見方を反省し、
日本海側地域の歴史を多面的・積極的に顧みます。
　「裏日本」は、日本列島の日本海に面している地域を指す言葉であり、「表日
本」と呼ばれていた太平洋側地域の反対（または「他者」）として、十九世紀末
から二十世紀七十年代まで使われていました。「裏日本」は地理的な表現だ
けではなく、「表日本」と比べて経済的社会的発展が遅れ、文化的な発達が遅
かった地域という意味合いを持つ言葉であり、「裏日本」言説の歴史は、近代
日本の地域格差の歴史でもあり差別の歴史でもあります。今、日本海側地域
での資料調査と地域体験を積み重ね、「裏日本」言説に内在した近代資本主義
的発展と国民国家の権力拡張の歴史を批判的にたどりながら、むしろ一つの
地域に還元せず、複数の視点（アジア大陸、アメリカ、シンガポール）から近代
日本を捉え、それらの視点より日本海側地域の歴史を再評価し、地域の可能
性を積極的に考えています。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ʮཪຊʯݴઆͱۙཧ学ͱͷؔ
˙ Ҭͷ大ͱͷؔ
˙ ग़ӢจԽͷຊւଆҬͰͷ

論文
˙ lRace, Buddhism, and Oriental Philosophy in Meiji 

Japan,z The Journal of Japanese Philosophy Vol.9, 
pp.53-76, 2023.9

˙ lbThe Backside of Japan, `  Development, and 
Imperialism in Northeast Asia,z Yijiang Zhong ʢҎߐʣ, 
The Asia-Pacifi c Journal, Vol.19, Issue 6, No.3, pp.1ʙ
13, 2021.3

˙ʮਆແ݄ʕۙੈظʹ͓͚ΔਆಓͱݖҖߏஙʯɺҎߐɺh ݱ
ࢥ ɺɦୈ41רୈ16߸ɺpp.174ʙ197ɺ2013.11

書籍等出版物
˙ʢڞஶʣʮ౦ژ大学ʹ͓͚Δւ๏ڀݚʯh ౦ژ学ͷڀݚʔ
૯߹γϯϙδϜ ʢɦϒοΫϨοτ౦ژ学Vol.4ʣɺpp. 
91ʙ118ɺ2022.3

˙ʢڞஶʣYasukuni Shrine and the Politics of Religious 
Freedom in Contemporary Japan. Yijiang Zhong ʢҎ
 .ʣ, State and Religion: Between Confl ict and Cooperationߐ
Henning Glaser and Bart Labuschagne, eds., Nomos 
ʢGermanyʣ, pp.535ʙ561, 2020.12

˙ʢڞஶʣʮ͕ۂΓ֯ͷਓจͱຊͷ大学ͷάϩʔόϧԽʯ
ʰόϒϧͱࣦΘΕͨ20 ʢɦઓޙຊΛಡΈ͔͑ΔγϦʔ
ζୈ6רʣ௶Ҫलਓฤɺྟॻళɺpp.61ʙ92ɺ2018.3

˙ʢ୯ஶʣThe Origin of Modern Shinto in Japan: The 

Vanquished Gods of Izumo. Yijiang Zhong ʢҎߐʣ, 
Bloomsbury Publishing, 2016.10

講演・口頭発表等
˙ʮh ͳΔଞऀʱͷφϥςΟϒɿh ཪຊʱͱۙ
ຊʯɺҎߐɺࠃ立ຽ学തؗɾ߹ಉڀݚϓϩδΣΫ
τʮάϩʔόϧ࣌ʹ͓͚Δʰ༰ੑʗඇ༰ੑʱΛΊ
͙ΔφϥςΟϰɾϙϦςΟΫεʯήετൃදʢzoomʣɺ
2021.7.31

˙ʮਆಓͱφγϣφϦζϜʯɺҎߐɺᷨྛ大学ຊ学ڀݚ
ॴʢؖࠃʣটߨԋʢzoomʣɺ2021.7.6

˙ʮ͞ΕͨਆͱۙຊͷੈଏԽʯɺҎߐɺ౦
大学ࡍࠃจԽڀݚՊটߨԋʢzoomʣɺ2021.6.15

˙ lYasukuni Shrine and the Politics of Religious 
Freedomz The NZASIA 23rd Biennial International 
Conference 2019 (Well ington, New Zealand), 
2019.11.13

社会貢献活動
˙ Ἒݝৗཅจηϯλʔจ学ԓɹͭࣨ͘ڭɺࢢຽߨ
ʮ͑ΜΉ͢ͼͷ͔Έʯʢશ3ճʣʢ2018.10ʙ12ʣ࠲

˙ Ἒݝৗཅจηϯλʔจ学ԓɹਫࣨڭށɺࢢຽ࠲ߨ
ʮຊफ࢙ڭʯʢશ3ճʣʢ2019.5ʙ7ʣ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹγΧΰ大学大学Ӄɹ౦ΞδΞޠݴͱจ໌ڀݚՊɹ1I%औಘ
����ɹγϯΨϙʔϧࠃ立大学ɹΞδΞڀݚॴɹϙευΫڀݚһ
����ɹ౦ژ大学ɹ౦༸จԽڀݚॴɹ।ڭत
����ɹ公立小松大学ɹࡍࠃจԽަྲྀ学෦ɹࡍࠃจԽަྲྀ学Պɹڭत
ڀݚ
ຊɾ౦ΞδΞڀݚɺຊɾ౦ΞδΞۙݱ࢙ɺफڭจԽڀݚ
ॴଐֶڠձ
ຊࢥ࢙学ձɺ౦ΞδΞ࢙ۙ学ձɺྺ �ʣɺ"TTPDJBUJPO�GPS�"TJBOࠃձɺத՚ຊ学ձʢதڀݚ学࢙
4UVEJFT�ʢ64"ʣ

日
本
海
地
域
か
ら
ア
ジ
ア
と
世
界
の

激
動
を
理
解
す
る

日本海側地域、神道、東北アジア、歴史、グローバル化

�Ҏڭ�ߐत1I%�&BTU�"TJBO�-BOHVBHFT���$JWJMJ[BUJPOT
Yijiang Zhong

ਆ͕ඳ͔Ε͍ͯΔɻࡇʯΛश߹ͨ͠ग़Ӣ大ࣾͷࠃʯͱʮ大ࠇḪΔग़Ӣ大ࣾຊ఼ͷน൘ɻʮ大ʹظதށߐ

ຊւҬかΒΞδΞのաڈとࡏݱΛ͑ߟΔ

Faculty of Intercultural C
om

m
unication D

epartm
ent of Intercultural C

om
m

unication

国
際
文
化
交
流
学
部  

―

国
際
文
化
交
流
学
科

―

日
本
海
地
域
か
ら
ア
ジ
ア
の
過
去
と
現
在
を
考
え
る

7 4



ڀݚ
,FZXPSE

ઐɾڀݚ

「地域」を理解すること

ひとくちに「地域」といっても様々に分類することができる。東南アジア地
域においても、平地と山地、沿岸部と後背地、都市部と村落部など様々な「地
域」の分類がある。これらの「地域」にはそれぞれ固有の文化や歴史がある。地
域研究では「地域」の固有性を理解するために、人類学、歴史学、政治学、経済
学など様々なアプローチが用いられる。これまでの研究では、インドネシア・
カリマンタンの後背地を調査地として、「地域」に暮らす人々と生活をともに
したり、法律や行政文書を調べたり、歴史史料を渉猟したりしてきた。様々な
研究分野の蓄積やアプローチを横断的に参照しながら、「地域」固有の特性を
解明し、その「地域」に暮らす人々を理解することが研究の目的である。

༰ڀݚ

民主化と王権の復興

　冷戦の終結とともに、アフリカや東南アジアでは独裁体制が次々と崩壊し
た。インドネシアでは、1998 年に約 32 年間続いたスハルト権威主義体制が崩
壊し、民主化の時代を迎えた。中央政府が掌握していた権限が地方政府に移
譲され、民主化が一気に推し進められた。民主化期インドネシアでは、地方各
地の王や貴族たちが次々と復活している。カリマンタンの後背地に暮らすダ
ヤック人たちの「王」の復活を事例に、民主化期における慣習的権威の台頭を
研究してきた。王たちの復活には、民主化だけではなく、国家による後背地の
森林開発、後背地に暮らす先住民の周縁化の歴史、国際的な先住民運動など
様々な要因が関係している。研究の目的は、民主化と地域社会における王た
ちの復活という、一見相反するかのように見える現象を理解することである。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ౦ೆΞδΞҬͷࣾձ
˙ ۙԽͱ׳श
˙ ຽओԽͱҬࣾձ

論文
˙ μϠοΫਓ࢘ࡇԦʮ෮׆ʯͷྺ࢙తܦҢʵೆΧϦϚϯ
λϯʹ͓͚ΔϧΞΠԦͷྫࣄʹͱ͍ͮͨߟʵɽΞ
δΞɾΞϑϦΧҬ21 ڀݚʢ1ʣ36-66ɽ20219݄

˙ ਆ͕ث৫Γͳ͢ମɽʕ෦ΧϦϚϯλϯͷμϠοΫਓ
Ԧݖͷ͔ྫࣄΒʕɽ౦ೆΞδΞ57 ڀݚʢ2ʣ109-135ɽ
20201݄ɽ

講演・口頭発表等
˙ μϠοΫਓΤϦʔτͷܗաఔʵΧϦϚϯλϯभɾΫ
λύϯݝͷ͔ྫࣄΒɽୈ50ճຊΠϯυωγΞ学ձ大ձɽ
201911݄

˙ ਆԦͷϙϦςΟΫεɿ෦ΧϦϚϯλϯͷμϠοΫ
ਓԦݖͷ͔ྫࣄΒɽຊจԽਓྨ学ձୈ53ճڀݚ大ձɽ
20196݄

˙ ɿ෦ΧϦߟདྷମͱूஂͷෆ߹ੑʹؔ͢Δࡏ
ϚϯλϯͷμϠοΫਓԦݖΛྫࣄʹɽ౦ೆΞδΞ学ձୈ
100ճڀݚ大ձɽ201812݄

競争的資金等の研究課題
˙ʮຽओԽظΠϯυωγΞͷํԦݖωοτϫʔΫʹؔ͢Δ
ਓྨ学తڀݚʯएखڀݚʢදʣ2019-2021ɺʮάο
υɾΨόφϯεߟ࠶ͷͨΊͷΠϯυωγΞҬڀݚɿ
ϏοάσʔλੳͷࢼΈʯڞࡍࠃಉڀݚՃۚجʢ୲ʣ
2019-2022

ౡࢣߨ�܆�ത࢜ʢҬڀݚʣ
Kaoru Nishijima

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ大ࡕ大学֎ޠࠃ学෦ࡍࠃจԽ学Պɹଔۀ
����ɹژ大学大学ӃΞδΞɾΞϑϦΧҬڀݚڀݚՊɹത࢜Ұ؏՝ఔɹमྃ
���������ɹژ大学学ࡍ༥߹ڭҭڀݚਪਐηϯλʔɹಛఆॿڭ
ڀݚ
ҬڀݚɺจԽਓྨ学ɾຽଏ学ɺ࣏ਓྨ学
ॴଐֶڠձ
౦ೆΞδΞ学ձɺຊจԽਓྨ学ձɺຊΠϯυωγΞ学ձɺΞϝϦΧ࣏学ձɺࡍࠃ࣏学ձ

民
主
化
と
今
日
の
王
権
の
位
相

地域研究、政治人類学、インドネシア研究

ຽओԽظΠϯυωγΞํࣾձにお͚Δ
ํԦݖにؔすΔڀݚ

ࣸਅ1. ௐࠪͰͷّྱͷ༷ࢠ ࣸਅ2. মാͰͷऩ֭ͷ༷ࢠ
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中東地域から世界を展望する

　2001 年の 9.11 同時多発テロ事件、イラク戦争、「アラブの春」とその後のシ
リア内戦の発生、そしてガザ・イスラエル紛争など、中東地域は 21 世紀の国
際社会に多大な影響を及ぼし続けてきた。イスラーム過激派の存在や度重な
る紛争、イスラモフォビアの高まりなど、これらは決して中東地域だけにと
どまる問題ではない。特に、政治情勢の不安定化、経済状況の悪化は中東から
の国内避難民や難民の流出を招いており、国際社会にとって解決するべき
大きな課題となっている。現地でのフィールド調査をもとに、地域研究、政治
学、難民研究などの様々な研究アプローチを組み合わせて中東の抱える政
治・経済の諸問題を分析することで、国際社会の実相をより多角的・多面的に
明らかにすることをめざしている。

༰ڀݚ

グローバル課題としてのシリア難民問題

シリア内戦が 2011 年に勃発した結果、多くのシリア難民が世界中に離散す
る結果となった。2022年時点で、約650万人以上のシリア難民と 670万人以上
の国内避難民が発生しており、これはシリア国民の半数以上が故郷を追われ
ていることを意味する。シリア周辺国のみならず、ヨーロッパなどの国々にも
多くのシリア難民が逃れたことで、シリア難民問題は国際社会全体の「難民
危機」として注目を集めてきた。シリア難民たちは今なお避難生活を余儀なく
されており、受入社会が彼らをどのように包摂または統合していくのか、とい
うことが国際社会の喫緊の課題となっている。シリア難民が受入社会で直面
する文化や言語の差異をどのように受け止めて、どのように乗り越えている
のか、彼らの生存基盤の再構築過程を明らかにすることが課題である。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ த౦Ҭͷ࣏
˙ ຊͷଟจԽڞੜࣾձ
˙ ϜεϦϜͱडೖࣾձ

論文
˙ʮԤभຽػةҎ߱ͷࠃຽࠃՈମ੍ͷϨδϦΤϯεʕ
Ԥॾࠃʹ͓͚ΔγϦΞຽʹର͢ΔҠຽɾຽࡦͷ
ΏΒ͗ʯɼ݄ѮɼΠεϥʔϜҬڀݚɼ14ɼ228-244ɼ
2021ɽ

書籍等出版物
˙ʰάϩʔόϧ՝ͱͯ͠ͷຽ࠶ఆॅɿҟࠃʹΘͨͬͨγ
ϦΞຽͷؼଐͱੜଘج൫͔Β͑ߟΔ ɼɦ݄ѮɼφΧχ
γϠग़൛ɼ2023ɽ

講演・口頭発表等
˙ʮԤभͷҠຽɾຽίϛϡχςΟͷଘ立ج൫ͱγϦΞຽ
ʯɼ݄Ѯɼຊத౦学ձୈ38ճ࣍大ձɼ20225
݄15ɽ

˙ lWill Japan Contribute to Syrian Refugees` Resettlement? 
Reflections on Japan `s Middle East Policies and 
Refugee Acceptance,z Mochizuki Aoi, BRISMES 2023 
Conference, July 4th, 2023.

˙ lProspects for Inclusion of Immigrants and Refugees: 
The Case of Japan with Special Consideration of its 
lCultural Coexistencez,z Aoi Mochizuki, The Migration 
Conference 2023, August 24th, 2023.

˙ʮຽͷηΩϡϦλΠθʔγϣϯɿதւҬɾத౦ΛΊ͙
ΔڥࠃཧͱʰҬ֎Ҭʱߏஙͷಈʯɼ݄Ѯɼຊࠃ
大ձɼ202311݄11ɽڀݚ学ձ2023࣏ࡍ

競争的資金等の研究課題
˙ʮϙετɾίϩφظͷଟจԽڞੜͷ՝ͱຽɾආຽͷ
ݚձɼڵʯɼຊ学ज़ৼʹྫࣄγϦΞຽΛࢄఆॅɿ࠶
ԉɼ20228݄ʵ20243݄ɽࢧಈελʔτ׆ڀ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹژ大学大学ӃɹΞδΞɾΞϑϦΧҬڀݚڀݚՊɹത࢜՝ఔʢޒҰ؏੍ʣɹमྃ
����ɹ立໋ؗ大学ɹ立໋ؗΞδΞɾຊߏػڀݚɹઐڀݚһ
����ɹຊ学ज़ৼڵձɹಛผڀݚһ
ڀݚ
த౦Ҭڀݚɺ࣏学ɺຽڀݚ
ॴଐֶڠձ
ຊத౦学ձɺຊࡍࠃ࣏学ձɺҠຽࡦ学ձ

中東地域研究、政治学、難民研究、イスラーム世界論

ਓͷࡍࠃҠಈ͔ΒάϩーόϧԽ࣌
ͷॾΛ͑ߟΔ

γϦΞຽにお͚Δຽのੜଘج൫のߏ࠶ங

݄�Ѯࢣߨ�ത࢜ʢҬڀݚʣ
Aoi Mochizuki

ࣸਅ1. ϤϧμϯटΞϯϚϯͷ༷ࢠ ࣸਅ2. ΩϯάɾΞϒυΡοϥʔɾϞεΫʢϤϧμϯʣ
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グローバリゼーションの進展と
抱える課題を理解する
　21 世紀を迎え、もはや不可逆的な流れとして認識されてきたグローバリ
ゼーションの波は、世界のモノ・カネ・ヒトの空間的・時間的距離を縮めると
ともに、資本主義市場経済システムの拡張を一段と促し、私たちに一定の恩
恵をもたらした。しかし、その一方で、不平等の拡大、国家間の経済格差と景
気低迷、環境破壊および人権侵害といった様々な問題をも生み出している。
とくに、過去 10 数年のグローバリゼーションの流れのなかでは、2008 年の世
界的な金融危機や欧州債務危機、欧州への難民流入問題とポピュリズムの隆
興、英国の EU 離脱、米国の保護主義と中国との覇権争い、さらには旧ソ連圏
や中東での紛争といった（国民）国家、市場、市民、宗教、人種間の新たな対立
構造が生み出されており、いまこそ世界経済の正確な現状把握と今後の世界
を見据える能力が必要とされている。こうしたグローバル化がもたらす功罪
両面を国際貿易の視座から多面的に理解しつつ解決策を模索していくとと
もに、世界経済における日本の地位と役割を再確認する。

༰ڀݚ

ロシア・CISおよび中・東欧を含む
新興経済諸国の研究
　今日の世界経済において、急速な発展を遂げる新興経済諸国に関する分
析を行っており、主に 1991 年に崩壊した旧ソ連構成共和国および中・東欧諸
国、かつて冷戦に翻弄された東南アジア諸国、さらに中東諸国を対象国・地域
として扱っている。これらの国々は、いまだ「発展途上国」と呼ばれ続けてい
るものの、近年では世界経済における影響力を急激に高めており、政治・外交
的にも無視できない存在となっている。したがって、これら新興経済諸国が
歩んだ歴史と発展プロセスを理解することは不可欠であり、マクロ的視座か
ら現状を分析し今後の展望を検討していくことを課題としている。加えて、
日本企業の海外進出動向も研究対象としており、ビジネス面での新興経済諸
国との関係の分析が、日本企業の積極的な海外進出へ資することを期待して
いる。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ຊۀاʹΑΔ৽ࡁܦڵॾࠃͷਐग़ͷͨΊͷใൃ৴
˙ ʹؔ͢Δཧղࡁܦͷੈքࠓ
˙ ৽ࡁܦڵॾࠃʹؔ͢Δཧղ

論文
˙ʮ؇͔ͳճ෮Λଓ͚Δ2023ͷϩγΞࡁܦʙதظత
ͳෆՄආʙʯɼҰϊ೭ɼJOGMECɼੴ༉ఱ
વΨεϨϏϡʔ7݄߸ʢWeb൛ʣɼ2023

˙ʮίϩφՒʹ͓͚ΔϩγΞࡁܦͷݱঢ়ͱݟ௨͠ʯɼҰϊ
೭ɼϢʔϥγΞڀݚɼNo65, 7-12, 2021

˙ʮ2021ͷϩγΞࡁܦͱۚ༥ࡦʵՃ͢Δͱͷ
ΠϯϑϨಈʵʯɼҰϊ೭ɼϩγΞNISௐ݄ࠪใɼ
No12, 2-12, 2021

˙ʮ͢ΔϩγΞࡁܦʵࠃՈϓϩδΣΫτͱର੍ࡋͷݱঢ়
ʵʯɼҰϊ೭ɼܦӦηϯαʔɼ219, 36-42, 2020

˙ʮ͢ΔϩγΞࡁܦʙຽؒফඅͷݒ೦ͱ֦ࢿ大ͷ
༥ɼ1326, 51-57, 2019ۚࡍࠃʙʯɼҰϊ೭ɼظ

˙ʮϓʔνϯݖԼͷۚ༥ࡦͱυϧԽͷݱঢ়ʯɼҰϊ
೭ɼϩγΞNISௐ݄ࠪใVol.64 No.4, 78-89, 2019

˙ʮϩγΞࡁܦͷଟ༷Խʹ͚ͯʵσδλϧɾΤίϊϛʔ
ͷҠߦͱظʵʯɼҰϊ೭ɼܦӦηϯαʔɼ196, 10-
14, 2017

書籍等出版物
˙ʰҰଳҰ࿏ͷࡁܦ࣏学ɹதࠃ৽ͨͳϑϩϯςΟΞΛ
ग़͢Δ͔ ʢɦ୲ࣥචʣɼҰϊ೭ɼจᚸಊɼ20199݄

˙ʰࢢࡁܦҠߦॾࠃͷܦۀاӦʵϕϧϦϯͷน͔Βສཬͷ
·Ͱ ʢɦ୲༁ʣɼҰϊ೭ɼ20076݄

˙ʰάϩʔόϦθʔγϣϯͱࡍࠃқ ʢɦ୲ࣥචʣɼҰϊ
೭ɼ大݄ॻళɼ20064݄

講演・口頭発表等
˙ʮ2023ͷϩγΞࡁܦΛৼΓฦΔʯɼҰϊ೭ɼ

JOGMECɼϩγΞɾதԝΞδΞੴ༉ɾఱવΨεڥࢿ
ௐࠪҕһձɼ20244݄

˙ʮΫϥΠφ৵ޙ߈ͷϩγΞࡁܦͱੈքࡁܦͷӨڹʯɼ
Ұϊ೭ɼઍ༿ݝాࣾձਓ大学ɼ20229݄

˙ʮ21ͷϩγΞࡁܦͱޙࠓͷݟ௨͠ʙΠϯϑϨɺۚ༥Ҿ͖
కΊɺ੍ࡋʙʯɼҰϊ೭ɼJOGMECɼϩγΞɾதԝ
ΞδΞੴ༉ɾఱવΨεڥࢿௐࠪҕһձɼ20222݄

˙ʮίϩφՒʹ͓͚ΔϩγΞࡁܦͷݱঢ়ͱݟ௨͠ʯɼҰϊ
೭ɼϢʔϥγΞڀݚॴ૯߹γϯϙδϜɼ20213݄

˙ʮۙ࠷ͷϩγΞࣄࡁܦͱޙࠓͷ՝ʯɼҰϊ೭ɼ
ֳࡦ౷ׅɼ201610݄

˙ʮϩγΞࡁܦͷݱঢ়ͱޙࠓͷϦεΫʙޙؾܠୀ͔Βճ෮
ʁʙʯɼҰϊ೭ɼҰൠஂࡒ๏ਓੈքܦௐࠪձɼ
20167݄

˙ʮޙؾܠୀʹ໘͢ΔϩγΞɾΫϥΠφࡁܦʵͱͷ
๏ਓஂࡒͷϦεΫʵʯɼҰϊ೭ɼҰൠޙࠓͱಈؾܠ
қݚमηϯλʔʢ11STʣɼIIST/தԝϢʔϥγΞௐࠪձɼ
20159݄

˙ʮݮ͢ΔϩγΞࡁܦͱΫϥΠφػةͷӨڹʙԤถॾࠃ
ʹΑΔ੍ࡋϦεΫফ͑ͣʙʯɼҰϊ೭ɼҰൠஂࡒ๏
ਓੈքܦௐࠪձɼ20147݄

社会貢献活動
˙ ಠ立ߦ๏ਓɹੴ༉ఱવΨεɾۚଐ߭ߏػݯࢿ
ʢJOGMECʣʮϩγΞɾதԝΞδΞੴ༉ɾఱવΨεࢿ
ʣࡏݱௐࠪʯҕһձ  ҕһʢ2018ʵڥ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ໌࣏大学大学Ӄ�学ڀݚՊ�തظޙ࢜՝ఔ�मྃ
����ɹ໌࣏大学�学෦�݉ࢣߨ
����ɹ֎লࡍࠃ�ใ౷ׅ৫�ϩγΞઐੳһ
����ɹ౦ژۀ大学ࡍࠃ�৯ྉใ学෦�݉ࢣߨ
����ɹ公ӹஂࡒ๏ਓۚࡍࠃ�༥ใηϯλʔ�ओڀݚһ
����ɹ公立小松大学ࡍࠃ�จԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պ�।ڭत
ڀݚ
ΤωϧΪʔݯࢿɺࡁܦқɺϩγΞࡍࠃ���ࡦࡁܦ���学ࡁܦ
ॴଐֶڠձ
ൺֱࡁܦମ੍学ձɺຊࡁܦࡍࠃ学ձ

貿易論、新興国経済論、資源エネルギー・環境論

͔Βࢹқͷࡍࠃ
ੈքΛ၆ᛌ͢Δʂ

қࡍࠃ

Ұϊ�೭�।ڭतത࢜ʢ学ʣ
Tadayuki Ichinowatari

ਤ1. ϩγΞதԝۜߦͷϢμΤϰΝୈҰ෭૯ࡋͱ ਤ2. ϧʔϚχΞͷϤγϖϧற大ͱ
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文学研究の基本は、
「書いてあることを読み、書いていないことを読まない」こと
　『源氏物語』夕顔巻で夕顔を取り殺したのは某の院に棲む物・鬼です。とこ
ろが多くの人は六条御息所の生霊であると決めつけています。六条御息所は
夕顔の存在を知らないにもかかわらず、後に葵上を殺す罪を犯したため、読
者には先入観による類推が働くようです。これを１例として、古典学の歴史
においては様々な読み違えが発生します。その時代の読みの限界のなかで、
新たな「古典」が創造される場合も少なくありません。また、どれだけ膨大な
先行研究の蓄積があっても、作品の核心に近づく努力は、新しい研究成果を
もたらします。私は世阿弥の能や泉鏡花の小説を対象に、書いてあるとおり
に読む努力を続けています。

༰ڀݚ

作品の読解を中心とする広義の能楽史研究

1． 中世文学の作品研究：能の地謡は地の文ではなくシテの言葉であること、
シテの言葉は自分本位に物語を再構成し、アイの語りはシテの登場を促す
ために浅く遠い語りにとどまること、夢幻能は《美しい幽霊》と《生の物語》
によって「古典」となったこと、など。

2． 加賀藩及び大聖寺藩の能楽史研究：藩主はシテを演ずる快感のとりことな
ること、御手役者・町役者・御細工者の系譜、加賀藩における謡曲研究、大聖
寺藩の演能記録など。

3． 近現代能楽史の地方展開に関する研究：明治を代表する名人宝生九郎の伝
記考証、泉鏡花の作品と能楽の関係、金沢能楽会の百年史、和泉流狂言史の
比較研究（金沢と名古屋）、旧大聖寺藩主前田利鬯の活動、明治の歌舞伎出
版物など。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ຊݹయจ学ɺ౷ܳɺՃլɾొ

受賞
˙ 200112݄ɹୈ23ճੈ؍णه೦๏大学ָ

論文
˙ʮགʮͷจʯઆߟ࠶ʯɼͱ20ݴڰ߸ɼ55-70ɼ2022
˙ʮ໌12࣏ʹ͓͚ΔՎبʪקਐாʫͷ্ԋͱʰՎب
ेീ൪೭קਐாશʱͷ൘ߦʢ্ʣʢԼʣʯɼࡍࠃจԽ4߸, 
61-75ɼ2022ɼಉ5߸ɼ11-31ɼ2023

˙ʮΞΠͷޠΓͷࡍʢԼʣʕޙγςͷޠΓͱൺֱͯ͠ʕʯɼ
ۚ大学ྺޠݴ࢙จԽ学ܥूɼ12߸ɼ1-14ɼ2020

˙ʮΞΠͷޠΓͷࡍʢ্ʣʕલγςͷޠΓͱൺֱͯ͠ʕʯɼ
ۚ大学ྺޠݴ࢙จԽ学ܥूɼ11߸ɼ33-48ɼ2019

˙ʮޚ༻ୡๅੜͷੜʕָʮڵ࠶ʯظේূߟͷߋ
৽ʕʯɼۚ大学ྺޠݴ࢙จԽ学ܥूɼ10߸ɼ1-16ɼ
2018

˙ʮh ฏ߹ઓʕਢຏਓฏՈͷ༕यͱุඪݯΔޠʱͰޠࢯݯ
ʕʯɼੴڭҭలɼ69߸ɼ34-43ɼ2017

˙ʮh র༿ݴڰʱΛޠΔະདྷʕ Ұ࠲Λӽ͑ͯ͘ߦମʕʯɼۚ
大学ྺޠݴ࢙จԽ学ܥूɼ9߸ɼ1-16ɼ2017

書籍等出版物
˙ʰָࢿྉॻ8ؒࢿݴڰྉू ɼɦڞฤʢڀݚදʣɼ๏
大学ָڀݚॴɼ2024

˙ʰոҟΛಡΉɾॻ͘ ɼɦڞஶɼࠃॻߦץձɼ2018
˙ʰݹయԋܶڀݚͷରͱࢹ ɼɦڞஶɼۚ大学ࡍࠃจԽ
ηϯλʔɼ2018ڀݚ学ݯࢿ

˙ʰจ学 ւΛΔɹʪӽڥͱม༰ʫͷ৽ల։ ɼɦڞஶɼࡾҪ
ॻళɼ2016

講演・口頭発表等
˙ʮགʮͷจʯઆߟ࠶ʯɼָ学ձ大ձɼ20203݄12
˙ʮϫΩͷເͱΞΠͷޠΓʕʪഄাʫ͔Β࢝͑ݟΊͨ͜ͱ
ʕʯɼຊൺֱจ学ձؔࢧ෦大ձɼ201711݄4

競争的資金等の研究課題
˙ʮ໌࣏ͷָ෮ڵʹ͓͚Δ՚ͷׂʯɼදɼՊ学ڀݚ
අิॿۚʢج൫Cʣɼ2017-2020

˙ʮؒࢿݴڰྉूͷ࡞ͱΞΠޠΓΛࢹͱ͢Δເݬͷ
ϓϩδΣڀݚڌڀݚɾ学ज़తࡍࠃʯɼදɼָͷ౼ݕ࠶
Ϋτʢ๏大学ָڀݚॴʣɼ2017-2020

˙ʮՃլൡΛྫࣄͱ͢Δۙੈָ࢙ͷํల։ʹ͍ͭͯͷݚ
൫Cʣɼ2014-2016جඅิॿۚʢڀݚʯɼදɼՊ学ڀ

˙ʮۙๅੜྲָྀ࢙ͷํల։ʯɼදɼՊ学ڀݚඅิॿ
ۚʢج൫Cʣɼ2011-2013

社会貢献活動
˙ 公ӹஂࡒ๏ਓۚܳज़ஂࡒධٞһʢ2006ʵࡏݱʣ
˙ ੴݝ立小松ߴ学ߍ学ߍධٞһʢ2021-2023ʣ
˙ Ճլࢢͷ·ͪਪਐٞڠձձʢ2022ʵࡏݱʣ
˙ 小松ࢢະདྷܕਤॻؗجຊߏࡦఆҕһձҕһʢ2022ʣ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹۚ大学大学Ӄɹจ学ڀݚՊम࢜՝ఔɹमྃ
����ɹۚ大学ɹจ学෦ɹจ学Պɹઐࢣߨ
����ɹۚ大学ɹจ学෦ɹจ学Պɹॿڭत
����ɹۚ大学ɹจ学෦ɹจ学Պʢ����͔ΒਓؒࣾձڀݚҬʣɹڭत
����ɹ公立小松大学ɹࡍࠃจԽަྲྀ学෦ɹࡍࠃจԽަྲྀ学Պɹڭत
ڀݚ
ຊจ学ɾָ
ॴଐֶڠձ
தੈจ学ձɺָ学ձɺָ ܶ学ձɺܳ ڀݚ࢙ձ

日
本
文
学
の「
古
典
」を

書
い
て
あ
る
と
お
り
に
読
む

日本古典文学、能楽史、世阿弥、加賀藩、宝生九郎、泉鏡花

ຊจ ɾֶָ

ଜ�૱ڭ�तɾෟଐਤॻؗത࢜ʢจ学ʣ
Satoshi Nishimura

ਤ . ʮઘྲྀݴڰͷঝʵۚͱ໊ݹʵʯߨԋʢੴݝ立ָಊɺ2010ʣ
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発話解釈において、言語形式は推論のための
「手がかり」にすぎない
ことばは、私たちのコミュニケーションに重要な役割を果たしています。

しかし、ことばによるコミュニケーションも、使用されている言語形式に
よってのみ成立するわけではありません。例えば、ある人と仲が良いのかど
うか尋ねられた話し手が、“We still keep in touch, and we sometimes go 
out for a meal.”と返答したとき、質問には直接答えていませんが、彼らは数
年来の友人だと解釈されます。つまり、話し手が実際に発話している文の意
味と伝達しようとしている意味の間には隔たりがあり、聞き手はそれを推論
によって埋めなければなりません。聞き手が話し手の意味をどのように理解
するのか、コミュニケーションにおける言語形式と推論の相互作用について
明らかにしようと取り組んでいます。

༰ڀݚ

日英対照により節等位接続の解釈を
通言語的に説明する
　上述の例のような英語の and 連言文は、andで連結された節間の様々な関
係を伝達します。しかし、その関係は andそのものの意味ではなく、推論に
よって語用論的に引き出されます。一方、日本語には and 連言文に対応する
節連結構造が複数あります。例えば、「知事は無法なカラスに頭にきて、カラ
スを撃退するためのプロジェクトチームを発足させた」のようなテ形構造、

「父と娘は、一緒に散歩したり、土曜日には昼食を食べに行ったりした」のよ
うなタリ構造、「コイやカブトエビは、水温が高いと働かないし、水がなく
なったら死んでしまう」のようなシ構造などです。これらの構造によって得
られる解釈は微妙ながらも異なり、その使用にはある種の制約があります。
言い換えれば、日本語の節等位接続体系は、英語で区別されない側面に敏感
に反応し、それを言語的に区別しているということです。日本語の分析から
英語を見なおすことで、英語の観察だけからでは必ずしもわかりえなかった
特徴を明らかにできる場合があります。日英対照研究により、節等位接続を
通言語的に説明する解釈メカニズムを解明し、さらには、英語の andが固有
に持つ言語的意味を規定しようと試みています。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ൃղऍʹ͓͚Δઅଓߏͷӳରরڀݚ
˙ ༺ҭͷԠڭޠʗຊޠӳྀͨ͠ߟతཁҼΛ༺ޠ

受賞
˙ 2022ຊӳޠ学ձʢஶॻʣɼ202211݄

論文
˙ ຊޠͷଓॿࢺγʹίʔυԽ͞ΕΔҙຯɼ௰ɼKLS

32ɼ206-217ɼؔޠݴ学ձɼ2012
˙ Japanese Clausal Coordination and Inferential 

Processing Units, Nagatsuji, Miyuki, JELS 31, 359-
365, the English Linguistic Society of Japan, 2014

˙ -apanese &lausal &oordination and E[emplifi cation� 
Nagatsuji, Miyuki, Annual Reports of Graduate School of 

Humanities and Sciences 32, 1-10, Graduate School of 
Humanities and Sciences, Nara Women`s University, 
2017

˙ A Dichotomous Comprehension Model of Clausal 
Conjunctions, Nagatsuji, Miyuki, Intercultural Studies 

2, 45-58, Faculty of Intercultural Communication, 
Komatsu University, 2020

書籍等出版物
˙ ௰ʮຊޠͷҐతઅଓߏ ʕൃղऍͱਪ
ॲཧ୯ҐʕʯӹԬོࢤɾ大ౡࢿੜɾڮຊमɾງ܆ߐɾલ
ాࢠɾַؙࢁʢฤʣh ຊޠෳจߏจͷڀݚ ɼɦ469-
493ɼͻͭ͡ॻɼ2014

˙ Nagatsuji, Miyuki The Pragmatics of Clausal Conjunction, 
Hituzi Syobo, 2021ʢྩ2Պ学ڀݚඅॿۀࣄʢݚ
ʣߦץՌ公։ଅਐඅʣڀ

講演・口頭発表等
˙ Nagatsuji, Miyuki lSpecialized Functions in Japanese 

Clausal Coordination,z  The 13th International 
Pragmatics Conference of the International Pragmatics 
Association, India Habitat Centre, New Delhi, 2013

˙ Nagatsuji, Miyuki l8nifi ed Ys� Dichotomous Accounts 
of Clausal Coordination,z The 2nd Conference of 
the American Pragmatics Association, University of 
California, Los Angeles, 2014

˙ ௰ʮӳޠͷઅ࿈ݴจͷޠ༻తྨʯؔޠݴ学
ձୈ46ճ大ձটൃදɼZoomʹΑΔΦϯϥΠϯ։࠵ɼ
2021

競争的資金等の研究課題
˙ʮҐଓߏͷීวతಛʹؔ͢Δೝޠ༻తڀݚʯ
ฏ23ಸྑঁࢠ大学एखঁੑࢧऀڀݚԉܦඅ

社会貢献活動
˙ 小松໌ࢢΔ͍બڍਪਐٞڠձҕһʢ2018ʣ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹಸྑঁࢠ大学�大学ӃਓؒจԽڀݚՊ�തظޙ࢜՝ఔ�୯Ґऔಘຬظୀ学
����ɹಸྑঁࢠ大学ڀݚ�ӃਓจՊ学ޠݴ�ܥจԽ学ྖҬ�ॿڭ
����ɹത࢜ʢจ学ɾಸྑঁࢠ大学ʣ
����ɹ公立小松大学ࡍࠃ�จԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պ�ॿڭ
����ɹ公立小松大学ࡍࠃ�จԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պ�।ڭत
ڀݚ
ӳޠ学ɾޠݴ学
ॴଐֶڠձ
ຊӳޠ学ձɺຊޠݴ学ձɺຊޠ༻学ձɺؔ ޠݴ学ձɺ
5IF�*OUFSOBUJPOBM�1SBHNBUJDT�"TTPDJBUJPO

日英対照、語用論、節等位接続

ӳରর͔Βͯ͑͘ݟΔ
͜ͱͷੈք

ӳޠ ɾֶֶޠݴ

௰��।ڭतത࢜ʢจ学ʣ
Miyuki Nagatsuji

ਤ . ΞϝϦΧޠ༻学ձୈ2ճ大ձʹͯ
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第二言語取得論に基づく、
効果的な英語学習法・教育法の研究
　人が言葉を覚えるプロセスを言語取得といいます。母語は第一言語であ
り、母語以外は第二言語と呼ばれます。英語学習をより大きな枠組みに基づ
き学習者の視点から捉えると、第二言語取得と再定義ができます。多くの移
民を受け入れている米国では、新たな市民に対する言語教育に関し、かなり
以前から体系的な研究が蓄積されております。現在、この理論的枠組みにも
とづいて、日本の学習者にとって効果的な英語学習法・教育法に関する研究
を行っています。

༰ڀݚ

英語学習支援、多言語社会、大学改革

１．英語学習支援のための教材開発・研究
ひとが母語以外の言葉を覚えていくには、言語構造の違いなどから母語の

学習手法を応用できない場合が考えられます。それに加えて日本のように外国
語が必須とは言えない生活環境の中にいる学習者にとり、外国語学習には大き
な困難がつきまといます。学校教育での工夫が行われていても、時間数の制約
を踏まえると、学校以外での学習が重要であるのは論を待ちません。自分の力
に適した教材を学習者が自ら探すことで、学習意欲が高まると考えられます。
機械学習手法を用いた英文難易度推定を通じた学習者の主体的教材選択の支
援やICT技術を活用した教材開発が、現在の研究の柱の1つとなっています。
２．多言語社会の研究
　2008 年度以降、ルクセンブルクとの交流事業に関与する中で、母語のルク
センブルク語に加え、ドイツ語、フランス語が公用語となっている同国の多
言語主義に刺激を受けました。現在、自らもロマンス諸語（仏、西、伊）および
ドイツ語の学習を続け、その言語学習課程で自ら体験したいくつものつまず
きを英語教育に反映させています。学習者に対する教育支援の質を向上させ
るよう、実践面ならびに研究面での取り組みを進めています。
３．大学改革に関する研究
　技術革新の飛躍的な加速化、温暖化などの地球的課題の深刻化などによ
り、将来の予測が困難な時代・状況を表す VUCA (Volatility, Uncertainty, 
Complexity, Ambiguity）という言葉が近年、メディアに現れるようになりま
した。学校教育の場においても、このような変化を受けてさまざまな改革が
進められています。大学においても、従来以上の学生の主体性を促す教育体
系や教育手法の模索と実践が進められています。
とくに大学における国際競争が従来以上に激化する中、より学生のもつ潜

在的な能力を引き出す仕組みが重視されています。歴史的、国際的な視座か
ら、大学改革の理論的・実践的研究に取り組んでいます。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ӳޠ学शख๏ʹؔ͢ΔΞυόΠε
˙ Google AppsΛར༻ͨ͠؆қΦϯϥΠϯ学शαΠτͷߏங
˙ ϧΫηϯϒϧΫʹؔ͢Δߨԋ

受賞
˙ 2017.12ɹ૯ল૯߹௨৴ہɾใ௨৴ٞڠձɼ
ୈ̐ճʮGۭؒʷICT·ͪͮ͘ΓτϥΠΞϧίϯΫʔ
ϧʯʢ૯߹௨৴ہडʣ

論文
˙ Renewed focus on cycling: Cycling promotion policies 

in Luxembourg, T. Shimauchi, JGTR 6(2), pp.163-168. 
2021.11

˙ TOEIC L&RείΞͷੳɿޙࠓͷޠ学ڭҭͷؚҙ, ౡ
ढ़, ࡍࠃจԽ, 3߸, pp.13-25

˙ Luxembourg tram system: catenary-free hybrid 
technology to reduce visual damage to the historical 
cityscape, T. Shimauchi, Studies in Science and 
Technology 9(2), 141-148, 2020.12

˙ Reinventing Public Transport System in Luxembourg and 
its implications for foreign tourists, T. Shimauchi Journal 
of Global Tourism Research 5(2), 161-166, 2020.10

˙ Influence of instant feedback on learning motivation 
of university students: Promoting out-of-class learning 
by developing ICT materials, T.Shimauchi, M.Kimura, 
H.Nambo, H.Kimura, International Journal of Engineering 
and Technical Research 10(9), 16-22, 2020.09

˙ Discriminant analysis on university students` reading 
skills: Experiments using class learning outcomes and 
certifi cate e[am scores� T�6himauchi� +�1amEo� +�.imura� 
Studies in Science and Technology 8(1), 69-74, 2019.06

˙ Proposal for LMS-like environment by util izing 
Google Apps to promote English reading activities, 
T.Shimauchi, H.Nambo, H.Kimura, Studies in Science 
and Technology 8(1), 39-44, 2016.06

˙ Classification of English sentences by the degree of 
diffculty using machine learning, T.Shimauchi, R.Oguri, 
H.Ban, H.Nambo, H.Kimura, International Journal of 
Engineering and Technical Research 9(1), 19-26, 2019.03

講演・口頭発表等
˙ ICTࡐڭΛ׆༻ͨ͠ଈ࣌ϑΟʔυόοΫʹΑΔ学शऀͷ学
शҙཉͷӨڹ, ౡढ़ɼଜɼଜय़ɼຊɾத
学ͱICTɼ2020.02ӦܦϫʔΫγϣοϓ2020ࠃ

˙ Google AppsΛར༻ͨ͠LMSతڥͷߏஙɿ LMSͷ׆༻
ະಋೖߍʹ͓͚Δतۀ֎学शͷଅਐɼౡढ़ɼೆอӳ
学ӦܦϫʔΫγϣοϓ2019ࠃɼଜय़ɼຊɾத
ͱICTɼ2019.02

社会貢献活動
˙ 小松ࢢ立ߴ学ߍɾߴ大࿈ܞतۀʮӳޠϒϥογϡΞοϓ
ʢ2018-2021ʣࢣߨʯ࠲ߨ

˙ 小松ࢢத学ੜӳޠεϐʔνίϯςετ৹ࠪҕһʢ2023-ʣ

ౡ�ढ़ڭ�तത࢜ʢ学ज़ʣ
Toshihiko Shimauchi

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ小松ظ大学Ҭ学Պɹࢣߨ
����ɹ小松ظ大学Ҭ学Պɹ।ڭत
����ɹۚ大学ࣗવՊ学ڀݚՊిࢠใՊ学ઐ߈ɹതظޙ࢜՝ఔमྃ
����ɹ公立小松大学ࡍࠃจԽަྲྀ学෦ࡍࠃจԽަྲྀ学Պɹ।ڭत
����ɹ公立小松大学ࡍࠃจԽަྲྀ学෦ࡍࠃจԽަྲྀ学Պɹڭत
ڀݚ
औಘɺҟจԽཧղޠݴҭ���ୈೋڭޠࠃ֎
ใ学���ࣗવޠݴॲཧɺσʔλϚΠχϯά
ॴଐֶڠձ
大学ӳڭޠҭ学ձɺάϩʔόϧਓࡐҭڭҭ学ձɺຊϦϝσΟΞϧڭҭ学ձɺຊ֎ڭޠࠃҭਪਐߏػ

効
果
的
な
言
語
学
習
方
法
を
多
様
な

ア
プ
ロ
ー
チ
で
探
求

英語教育、多言語社会、機械学習、自然言語処理、e-ラーニング

ҭڭޠࠃ֎
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My research focuses on cross-cultural events with the primary 
subjects of interest being self-construction and the pedagogical 
implications. In addition, my research looks at cultural institutions 
and how they interplay with international visitors and society at large. 

The fi rst major challenge is understanding identity and self. The core challenge 
from an educational philosophical standpoint is understanding where and if the 
self exists. The consensus among philosophers is that the notion of self is a co-
constructed concept built through experience in society. Therefore, self is an 
externality of the subject, and that the construct of the subject is mediated through 
the stimulus of others and their environment which is outlined in Hegel’s early work 
in the Phenomenology of Spirit, and later built on by recognition theorist including 
Axel Honneth. Existence is only done by the acknowledgement of existence by 
self and its recognition by others. The subject exists and projects what they will be, 
and it is fi lled with the conditions and infl uences of the society in which the subject 
exists. Communities are co-created with the formation of rational subjects, and they 
build a world of reason and justifi cation for their actions and beliefs within their 
enclave. In these communities and societies individuals have a greater investment 
in their ideas of self and the camaraderie produced within, and as a result create a 
narrative that is reproduced to suit the interest to maintain that community.

༰ڀݚ
The role of international encounters and experiential learning on 
student identities with interest in learning and development outcomes.

With greater internationalization and improving interconnectivity of our learning 
approaches including online programs, student mobility projects (study tours, 
study abroad, special projects), there are immense opportunities for students to 
develop an understanding of the world beyond the normal confi nes of their local 
communities of practice. My research primarily focuses on international programs, 
facilitating student opportunities to visit, engage, study and worth with students 
from other backgrounds. In recent projects, students collaborate with partners and 
team members from Australia to study and prepare for participation in a Model 
United Nations conference. This allows students to confront several challenges: 
developing skills and experience of collaborating with people from different 
cultural and linguistic backgrounds, developing an understanding of global issues 
and challenges, and developing strategies to solve these issues through consensus-

based negotiations. My research 
works on observing and theorizing 
about the identity and belief 
t ransformat ions  s tudents  go 
through, while participating in 
mobility projects and encountering 
international others.

シーズ・地域連携テーマ例
˙ Organizes cross-cultural projects with Students from 

Australia and Japan
˙ Trains students to participate in Model United Nations 

Conferences

論文
˙ Harmon II, D. & Yoshida, A. 2021. For They Know 

What They`ve Done: Desire, Guilt, and the Ethics of 
Science Fiction in Media. Hokuriku University Bulletin 

50, pp. 101-116.
˙ Harmon II, D., Yoshida, A., & Aihara, M. 2020. Three 

Threads: A Philosophical Dialogue on Modern Social 
Issues Through Marvel Films. Hokuriku University 

Bulletin 48, pp. 115-135.
˙ Harmon II, D. 2019. Decentred Hospitality: Omotenashi

Culture and the Foreign Visitor in Japan. Hokuriku 

University Bulletin 46, pp. 53-70.
˙ Syquia, J., Harmon II, D. & Giordano, M.J. 2021. 

Teaching Second Language Learners How to Make 
Invitations and Refusals Using Preference Organization. 
Linguistics International Journal, 15(2), pp. 1-30. 

書籍等出版物
˙ Harmon II, D. & Dinnen, M. 2019. The Decentred 

Delegate: Adapting Identity within a Model United 
Nations Learning Environment. In Intercultural Mirrors: 

Dynamic Reconstruction of Identity (M. Claire & J. Kraven 
Eds.) (pp. 233-257): Brill-Sense Publishing, Leiden. 

講演・口頭発表等
˙ Aihara, M. & Harmon II, D. 2020. Japan`s Sontaku 

Culture as a Prism of Other-Oriented Self Among 
Japanese University Students – a Critical Examination 
of Japanese Culture and Internet Society. The 19th

Japan Society of Intercultural Studies Nation Conference, 
Osaka Japan (Paper Presentation). 

˙ Aihara, M., Harmon II, D. & Yoshida, A. 2020. Japan`s 
Sontaku Culture and its Democracy Based on Fake 
News – a Critical Examination of Japanese Political 
and Internet Society. BOBCATSSS 2020, Paris France 
(Paper Presentation). 

˙ Harmon II, D. & Kikuchi, H. 2019. Developing 
Collaborative Narratives Utilizing Online Video 
Discussion. The 58th JACET International Conference, 
Tokyo, Japan (Talk).

社会貢献活動
˙ Advisor, Japan English Model United Nations, 

(2015-Present)
˙ New Colombo Plan (NCP) Partner (2018-Present)

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ5FNQMF�6OJWFSTJUZ�'BDVMUZ�PG�&EVDBUJPO�म࢜՝ఔमྃ
����ɹژۀ࢈大学ɹશ学ڞ௨ڭҭηϯλʔɹࢣߨ
����ɹ大学ɹࡍࠃίϛϡχέʔγϣϯ学෦ɹࢣߨ
����ɹ公立小松大学ɹࡍࠃจԽަྲྀ学෦ɹ।ڭत
ڀݚ
%FDFOUSFE�4FMG���*EFOUJUZ���$SPTT�$VMUVSBM�$POUBDU���&EVDBUJPOBM�1IJMPTPQIZ���
1TZDIPBOBMZTJT���$SJUJDBM�5IFPSZ�
ॴଐֶڠձ
1IJMPTPQIZ�PG�&EVDBUJPO�4PDJFUZ�PG�"VTUSBMBTJBɺҰൠࣾஂ๏ਓ大学ӳڭޠҭ学ձɺຊࡍࠃจԽ学ձ�

Decentred Self / Identity / Cross-Cultural Contact / 
Educational Philosophy

6OEFSTUBOEJOH UIF &ODPVOUFS 
XJUI UIF *OUFSOBUJPOBM 0UIFS

ΞΠσϯςΟςΟมɾ
ҭֶڭ

σχεɾϋʔϞϯ�।ڭत.BTUFS�PG�4DJFODF�&EVDBUJPO
Dennis Harmon II

2018 JEMUN Conference Osaka
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中国語音韻史の研究

　中国語の発音の歴史を研究しています。歴史的文献や中国周辺地域に伝わ
る漢字音、中国語の方言音等を参考に昔の発音を推定し、さらに古今の発音
の変遷を明らかにすることに取り組んでいます。

༰ڀݚ

対音資料を用いて後漢～唐代に起きた音韻変化・
音声変化を解明する
　私の研究の特徴は対音資料を重視する点にあります。対音資料とは、外国
語の発音を漢字で音訳したものや、中国語の発音を外国語の文字で表記した
資料のことです。資料成立時の発音を直接かつ比較的忠実に反映しており、
昔の発音を推定する際の重要な手掛かりとなります。
これまでは対音資料を利用して、唐代（618 ～ 907 年）の発音を研究してき
ました。唐代の中国北方では数々の音声・音韻変化が起きたと言われていま
す。それらの変化が本当に起きたのかを検証し、起きたと言えるのであれば、
唐代のどの時期に、どこで、どのように起きたのかを解明したいと思いまし
た。そこで唐代の漢訳仏典の音訳漢字を主な資料とし、更に複数の種類の対
音資料を用いて研究を行い、幾つかの音声・音韻変化について新たな知見を
提示することができました。
　今後は唐代以前、すなわち後漢～南北朝期の音韻史についても、引き続き
漢訳仏典の音訳漢字を活用して解明していきたいと思います。この方面での
研究に進展が見られれば、この時期の中国およびその周辺地域で成立した漢
字資料の音声的側面がより詳しく分かるようになり、それによって東洋史学
や仏教学をはじめとする関係諸分野の文献学的研究にも寄与することがで
きると考えます。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ԻͷมભݹԻʙதݹ্
˙ ࣈ༁యͷԻ༁
˙ ࣩಶࢿྉ

論文
˙ Some Features of Siddham Script in the University of 

Tokyo Manuscript of the Chinese Version of the Ārya-
mahā-māyūrī Vidyā-rājñī, Śāntamatih・ Manuscripts for Life 
— Essays in Memory of Seishi KARASHIMA, 139-154, 
2023.

˙ ٛড়ͷԻ༁ࣈʹ͓͚ΔSanskritͷ/v/ͷԻ༁ʹ͍ͭͯɼ
ʣɼ109-133ɼ2022೦จूʢ্لٳतӫڭྱాؠ

˙ ରԻࢿྉ͔Βͨݟͷܰ৶ԻԽʹ͍ͭͯɿෟ ͷ
ඓԻԽɼਆށ֎大73ʢ3ʣɼ121-146ɼ2021

˙ ରԻࢿྉ͔ΒͨݟॳظͷͷԻՁʹ͍ͭͯ�ٛড়ͷ
Ի༁ࣈΛத৺ʹ�ɼ։Ἣ37ɼ67-80ɼ2019

˙ ࣩಶจࣈͷ͔ܗࣈΒͨݟʰࣩಶهࣈʱͷޠ�಄ͷ
 ⒒ɼchaɼd

ㅡ
haΛද͢จࣈͷܗࣈΛத৺ʹ�ɼ౦༸学ใ

100ʢ3ʣɼ1-23ɼ2018
˙ ᑓରԻ؍֓ڀݚɼதจ学ज़લԊ12ɼ112-119ɼ2018
˙ Siddham Script in the University of Tokyo Manuscript 

of the Chinese Version of ◖rya-Mah◑-M◑y◓r◒ Vidy◑-
R◑jñ◒ɼՁ大学ࡍࠃڭ学ߴڀݚॴใ18ɼ263-273ɼ
2015

˙ ෆۭ༁ʰ大໌ԦܦʱຊจதͷԻ༁ޠኮ �ٛড়༁
ʰઆ大ढԦܦʱͱͷൺֱ͔Β�ɼଠాࡈɾݹত߂
学ूɼ123-132ɼ2013ޠࠃ೦தهतؐྐྵڭ྆

˙ ଫཏೌͷԻ͔ࣸࣈΒ࣍ͨݟඓԻͷඇඓԻԽʹ͍ͭͯɼ
தޠࠃ学ʢ254ʣɼ124-142ɼ2007

˙ τΡϧϑΝϯग़ͷࣈԻஅยʹө͞ΕΔΠά
ϧࣈԻʹ͍ͭͯɿϕϧϦϯॴଂͷೋஅยCh/U6781ͱ
Ch2369ͷੳɼਆޠࠃ֎ࢢށ大学֎ࠃ学58 ڀݚɼ17-
44ɼ2004

書籍等出版物
˙ ਤ17 ڇɼྱాؠʢฤʣh ղऍਤݴํޠ ɼɦ122-

129ɼനఇࣾɼ2009

講演・口頭発表等
˙ ରԻࢿྉ͔Βͨݟॳظͷඍͱɼୈ69ճຊதࠃ
大学ɼ2019ࢠ大ձɼ͓ͷਫঁࠃ学ձશޠ

˙ ରԻࢿྉ͔ΒͨݟॳظͷͷԻՁʹ͍ͭͯɼୈ68ճ
ຊதޠࠃ学ձશࠃ大ձɼਆޠࠃ֎ࢢށ大学ɼ2018

˙ ᑓɺ҄ಛɺຎೌڭሣԻ֓ڀݚ᧺ɼதۙݹ࡞ޠɼ
ᔳ大ڀݚ࢙ޠத৺ɼ2016

競争的資金等の研究課題
˙ Պ学ڀݚඅॿۀࣄʢ׆ڀݚಈελʔτࢧԉʣɼʮରԻࢿ
ྉʹΑΔԻӆ࢙ͷڀݚ�ॳظΛத৺ʹʯɼڀݚද
ऀɼ2019-2021

ʢจ学ʣ࢜तതڭ�।ࢠو�ຊڮ
Takako Hashimoto

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹਆޠࠃ֎ࢢށ大学�֎ޠࠃ学ڀݚՊ�ത࢜՝ఔɾจԽަྲྀઐ߈ɹ୯Ґऔಘຬظୀ学
����ɹത࢜ʢจ学ɾਆޠࠃ֎ࢢށ大学ʣ
����ɹਆޠࠃ֎ࢢށ大学ɹ֎ࠃ学ڀݚॴɹ٬һڀݚһ
����ɹ公立小松大学ɹࡍࠃจԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պɹ।ڭत
ڀݚ
தޠࠃ学
ॴଐֶڠձ
ຊதޠࠃ学ձ

昔
の
人
は
漢
字
を
ど
の
よ
う
に
読
ん

で
い
た
か

中国語音韻史、中古音、対音資料、音韻変化、音声変化

্㐏ཾ՚ࣉͷಊɻܦቾʹࣈԻ༁͞Εͨଫཏೌ
ʢαϯεΫϦοτޠͷढจʣ͕ ॻ͔Ε͍ͯΔɻ

தֶޠࠃ
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グローバル化視野での地域文学研究

　文学テキストは時代を反映するとともにその時代に生きている人間（群像
と個像）の行動や思想の記録でもあります。グローバル的視野で他国や異文
化に関わる文学者及び彼らの手による文学テキストを研究対象とし、従来の
文学研究に他者視点の読みを加え、研究内容の豊かさを求めようと思いま
す。グローバル化は現代の必然的な潮流となっています。文学自体は地域の
紛争を解決する機能を持っていませんが、時代の呼吸に合わせて生きていた
人生や風景、地域社会のリアルな姿や選択的な変化を追跡し、深く理解する
ことで、現代の姿を捉えることができます。

༰ڀݚ

他者視点の日本文学解読

　日中文化は昔から「一衣帯水」の相似性を持っていますが、言語や民族が違
うため文化や社会の多方面に渡って異なる部分が見られます。異文化交流の
中で外国人が他者の目で如何に自分の国の文化と社会を解釈するかを観察
してみると、実に面白いです。グローバル化視野から谷崎潤一郎、芥川龍之介
などを代表とする近代日本文人が書き記した江蘇の都市描写を解読するこ
とでその時代の中国江南地域の民俗と社会の実態を解明するとともに、中日
社会の文化的差異、地域社会の変化を明らかにしようと思います。このこと
は日中間における異文化相互理解を促進すると思われます。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ۙຊจਓʹΑΔʮߐોলඳࣸʯ
˙ ۙຊจਓචԼͷʮೆژඳࣸʯ

受賞
˙ 2014.06 ɹ౦ೆ大学ɹʮڐঘཽۚڭʯड

論文
˙ ևཾ೭հڀݚʔྙཧతଘࡏͱͯ͠ͷ۪ऀͷɼѪ
ɼୈ37߸ɼ2002.3ࠂใڀݚ大学ۀ

˙ ևͷʮѨโʯͱᳵͷʮ۪ಝʯʹ͍ͭͯɼຊ学ஃɼ
2015.7

競争的資金等の研究課題
˙ʮևཾ೭հʰࢧಹ༡هʱʹ͓͚Δߐોඳࣸڀݚʯɼߐો
লࣾձՊ学ۚجɼڞಉɽ2014-2016

˙ʮٛ༤ͷڀݚࢠͷ༁ͱڀݚʯɼڭҭ෦ਓจࣾձج
ۚɼڞಉɽ2018-2020

˙ʮਓޱಋೖͷຊޠ՝ఔઃܭʯɼڭҭ෦࢈学߹ڠ࡞ಉ
ҭਓ߲ɼ2022-2024

Ṅ�小ᠳࢣߨ�म࢜
Zheng xiaoxiang

ϓϩϑΟʔϧ
���������������ɹ౦ೆ大学֎ޠࠃ学Ӄɹຊޠݴޠจ学ઐ߈ɹम࢜औಘ
���������������ɹຊѪۀ大学ɹڀݚһ݉தࢣڭޠࠃ�
ࢣߨ学Ӄɹޠࠃ֎ɹ౦ೆ大学ࡏݱ��������
ڀݚ
தൺֱจ学ɺຊۙจ学ɺຊڭޠҭ
ॴଐֶڠձ
தࠃຊڭޠҭڀݚձ

他
者
視
点
の
地
域
文
学
研
究

日中比較文学、芥川龍之介研究

ଞऀࢹのҬจֶڀݚɺևཾ೭հڀݚ

ࣸਅɿഋશࠃ大学ຊࣝ大ձ2023ʹͯ
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日常言語からテクスト言語へ

　私の専門分野は「日常言語」から「テクスト言語」への探究です。これらは私
たちが日々の生活のなかで用いる第一次言語と、より複雑な情報を伝えるた
めの第二次言語として理解できます。そして私の関心は、一つの文章がどの
ように「つながり」を持ち、どのように「まとまり」を形成し、どのようにその
内容を伝えているのかという点にあります。これらを解明するために、テク
ストの言語面においては「選択体系機能理論」を、内容面においては「読者反
応理論」を用いて、テクストがどのように構築され、それが読者にどのように
解釈されるのかを考えています。さらに、これら基礎研究の教育現場への応
用として、新たな中国語教授法理論としての「内容言語統合型学習（CLIL）」
の構築を目指しています。

༰ڀݚ

テクスト言語学とその教育への応用：基礎から実践へ

　【テクスト言語学に関する基礎研究】日本語と中国語のテクスト構造に注
目し、テクスト言語学の観点から「結束性」「一貫性」「統一性」について研究し
ています。具体的には、「日常言語とテクスト言語の構造上の共通点と相違点
に関する研究」と「様々なジャンルの中国語テクストに対する構造分析」の二
つの研究課題に取り組んでいます。
　【教授法理論に関する応用研究】上記の基礎研究を基に、「コミュニケー
ション活動」や「読書活動」を統合的に導入した実践に基づく応用研究にも取
り組んでいます。具体的には、「コミュニケーション活動と読書活動の統合に
よる中国語授業」のモデルカリキュラムを作成し、多角的な実践研究を通じ
てその教育効果を検証しています。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ தޠࠃͱຊޠͷରরڀݚ
˙ தڭޠࠃҭ

論文
˙ ϒοΫϨϙʔτ׆ಈΛऔΓೖΕͨதޠࠃतۀͷࢼΈʕͦ
ͷՄੑͱ՝ʕɼ୯ᢳ䆾ɼதڭޠࠃҭ20ɼ95-115ɼ
2022

˙ ݁ଋੑͷ؍͔Βͨݟதޠࠃத্ڃ学शऀͷޡ༻ʕ
ଓࢦඪʹணͯ͠ʕɼ୯ᢳ䆾ɼதڭޠࠃҭ18ɼ49-69ɼ
2020

˙ தର༁ίʔύεʹ͓͚ΔʮͷͰ͋Δʯʹؔ͢ΔҰߟ
ʕςΫετͷ݁ଋੑͷ؍͔Βʕɼ୯ᢳ䆾ɼޠݴͷڀݚɼ
ՖॻӃɼ119-135ɼ2019

˙ ৽ฉࣾઆʹ͓͚ΔςΫετߏͷҰߟ ʕࡐͷྻΛ
Ί͙ͬͯʕɼ୯ᢳ䆾ɾ松ଜਸ਼ࢠɼޠݴจԽ40ڀɼ41-
55ɼ2018

書籍等出版物
˙ʰ͏͖͏͖ೖதޠࠃʱۚೄॳඒɾ୯ᢳ䆾ɾԦӉೆɾ৽୩
ल໌ɾؖܠѴɾകଜɼேग़൛ࣾɼ2023

˙ʰதࠃ ͜ͱͷੈքΛཱྀ͢Δ ʕ↯ʬႍശཬతا鹅ʭɦ ୯
ᢳ䆾ฤஶɼேग़൛ࣾɼ2022

˙ʰઆจʹ͓͚ΔςΫετߏͷதରরڀݚʕ৽ฉࣾઆ
Λੳࢿྉͱͯ͠ʕʱ୯ᢳ䆾ɼՖॻӃɼ2020

講演・口頭発表等
˙ ༁ՁੑΛࢹͱͨ͠ྲྀਫจʹؔ͢ΔҰߟʕ小આh 
ͷ࿀ʱͷ2ͭͷ༁൛Λൺֱͯ͠ʕɼ୯ᢳ䆾ɼThe 14th 
Annual Conference of the International Association of 
Chinese-Japanese Contrastive Linguisticsɼதࠃւ༸
大学ɼ2023.8.20

˙ ޠࠃΦʔηϯςΟοΫதͨ͠ࢦΛܞత࿈ػͷ༗ٕ࢛
学शʕςΩετʰதࠃ ͜ͱͷੈքΛཱྀ͢ΔʱΛ༻͍ͨ
จԽ学ձޠݴʕɼ୯ᢳ䆾ɼ౦ΞδΞڀݚྫࣄ ୈ4ճ大ձɼ
ΦϯϥΠϯ։࠵ɼ2023.02.19

˙ ࠃʵ大学தߟҝʹؔ͢ΔҰߦΛհͨ͠ಡॻۀतޠࠃ֎
ಈΛखֻ͔Γͱ͠׆Ϋϥεʹ͓͚ΔϒοΫϨϙʔτޠ
ͯʵɼ୯ᢳ䆾ɼୈ66ճຊಡॻ学ձ大ձɼΦϯϥΠϯ։࠵ɼ
2022.9.19

競争的資金等の研究課題
˙ʮಡॻ׆ಈͱίϛϡχέʔγϣϯ׆ಈͷ౷߹ʹΑΔ৽ͨͳ
தڭޠࠃत๏ͷߏஙʯɼදɼՊݚඅʢएखڀݚʣɼ2022-
2024

˙ʮಡॻߦҝΛ࣠ͱͨ͠தޠࠃ学शڥ։ൃͷڀݚૅجʯɼ
දɼೆ学Ӄ大学ڀݚॿɼ2021-2022

˙ʮຊਓதޠࠃ学शऀͷ࡞จٴͼεϐʔνͷߏੳɿ࡞
จɾεϐʔνࢦಋ๏ߏஙʹ͚ͯʕʯɼදɼՊ学ݚ
ॿɼ2019-2020ڀ

୯�ᢳ䆾ࢣߨ�ത࢜ʢ学ज़ʣ
Aiting Shan

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹभ大学大学Ӄ�ࣾٿձ౷߹Պ学�ത࢜՝ఔ�मྃ
����ɹभ大学ޠݴ�จԽڀݚӃ�ಛผऀڀݚ
����ɹೆ学Ӄ大学ڭޠݴ�ҭηϯλʔ�ॿڭ
����ɹ公立小松大学ࡍࠃ�จԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պࢣߨ�
ڀݚ
ҭڭޠࠃ学ɺதޠݴ
ॴଐֶڠձ
ຊதޠࠃ学ձɺதରরޠݴ学ձɺதڭޠࠃҭ学ձɺຊಡॻ学ձɺ౦ΞδΞޠݴࡍࠃ学ձɺ
౦ΞδΞޠݴจԽ学ձɺभதࠃ学ձ

「
テ
ク
ス
ト
」を
軸
と
し
た
基
礎
研
究・

応
用
研
究

テクスト構造、結束性、読書行為、内容言語統合型学習

ҭڭޠࠃɺதֶޠݴ

ΦϯϥΠϯτʔΫΠϕϯτʮதڭޠࠃҭͱಡॻจԽͷଓʕएख
小આՈɺ↯͞ΜͱޠΔɻʯʢ2021.11.27ʣ

Պॻhڭ தࠃɹ͜ͱͷੈքΛ
ཱྀ͢Δʕ↯ʬႍശཬతا鹅ʭɦ
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